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岐阜県の森林・林業

森林・林業関係イベントカレンダー（1月～2月）
開催日 行事名等 内　容　等

（概要、定員、受講料、申込期限など）
開催場所
問い合わせ先

一般向け

●時間：13:00～16:00
●内容：全国育樹祭で発信した、次の世代に豊か

な自然を引き継ぐ「１００年先の森林づくり」に
ついて、県民のみなさんとともに考えます。
●定員：450名（要事前申込・先着順）
●参加費：無料

●時間：10:30～16:00（終了予定）
●内容：林業普及指導・森林研究所、農林高校生

等森林林業関係者による合同発表会
●定員：300名（当日参加可能）

●森と木のエンジニア科（一般入試3）
　3月4日（土）
●森と木のクリエーター科（一般入試4）
　3月5日（日）
●エンジニア科（一般入試３）、クリエーター科（一

般入試４）については第3回の入試の結果、定員
数を満たしている場合は、実施しません。学科ご
との入試の有無については、1月27日（金）以降
にホームページ（http://www.forest.ac.jp/）
で公表します。

●入学願書（学生募集要項）については、ホーム
ページ（http://www.forest.ac.jp/）からダ
ウンロードできます。

1月28日㈯

2月3日㈮

ぎふ清流文化プラザ「長良川ホール」
（岐阜市学園町3-42）

関市わかくさ・プラザ多目的ホール
（関市若草通2-1）

森林文化アカデミー

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525

森林文化アカデミー内
森林技術開発・支援センター
TEL 0575-35-2535

１００年先の森林
づくりシンポジウム
「ともに考える『森』、
これからの１００年」

平成28年度
森林・林業合同発表会

平成29年度
森林文化アカデミー
入学試験（第4回）
願書受付期間

2月7日㈫～
2月22日㈬

林政課森林計画係
TEL 058-272-8471

詳しくは５ページをご覧下さい。
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平
成
29
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
貴
協
会
の
皆
さ
ま
に
は
、日
頃
か
ら
岐
阜
県
の
森
林
・

林
業
行
政
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
、
全
国
育
樹
祭
か
ら
１
周
年
、
全
国

植
樹
祭
か
ら
10
周
年
に
合
わ
せ
て
記
念
大
会
を
開
催

し
、
豊
か
な
森
林
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
大
切
さ
を
再
び

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
は
、
第
２
期
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基

本
計
画
の
終
期
に
あ
た
り
、
次
期
計
画
の
策
定
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
県
内
の
森
林
は
、
戦
後
造
成
し
た
大
半
の
人

工
林
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
一
方
で
、
若
い
森

林
が
少
な
く
、
い
わ
ば
「
少
子
高
齢
化
」
が
進
ん
で
い

ま
す
。
将
来
は
、
林
業
経
営
が
困
難
に
な
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
水
源
涵
養
機
能
、
防
災
機
能
な
ど
森
林
の
公

益
的
機
能
の
維
持
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
今
や
、
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
し

つ
つ
、
同
時
に
、
未
来
に
向
か
っ
て
森
林
づ
く
り
を
ど

う
す
る
べ
き
か
を
考
え
る
時
期
が
来
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
期
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
林
業
経

営
を
重
視
し
た
「
生
き
た
森
林
づ
く
り
」
と
環
境
保

全
を
重
視
し
た
「
恵
み
の
森
林
づ
く
り
」
に
加
え
、

新
た
に
「
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
」
で
は
、
人
の
活
動

に
寄
り
沿
う
観
点
か
ら
、森
林
を
「
木
材
生
産
林
」「
環

境
保
全
林
」「
観
光
景
観
林
」「
生
活
保
全
林
」
の
４
つ

に
区
分
し
て
森
林
配
置
基
準
を
示
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
地
域
の
た
め
の
森
林
配
置
計
画

と
な
る
よ
う
、
今
後
５
年
間
、
市
町
村
と
協
力
し
て
森

林
配
置
計
画
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
計
画
を
実
行
し
て
い
く
た
め
、
苗
木

の
生
産
、
補
助
金
の
県
単
嵩
上
げ
に
よ
る
再
造
林
対
策

等
の
森
林
整
備
へ
の
支
援
、
こ
れ
を
支
え
る
人
材
の
育

成
、
獣
害
対
策
も
含
め
た
育
林
技
術
の
普
及
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
今
、
日
本
各
地
で
地
震
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
が
多
発
し
て
い
る
現
状
に

鑑
み
、
緊
急
輸
送
路
の
地
震
防
災
対
策
な
ど
「
災
害
に

強
い
森
林
づ
く
り
」
に
つ
い
て
も
強
化
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
貴
協
会
を
は
じ
め
皆
さ
ま
か
ら
継
続
の
ご
要

望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・

環
境
税
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
12
月
の
岐
阜
県
議

会
の
議
決
を
経
て
、
平
成
33
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
延

長
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
水
源
林
や
里

山
林
の
整
備
、
野
生
生
物
の
保
護
管
理
、
里
地
や
身
近

な
水
辺
の
保
全
等
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
都
市
部
の
住
宅
団
地
周
辺
に
あ
る
危
険
木
の
除
去

に
対
す
る
支
援
制
度
を
設
け
る
と
と
も
に
、
鳥
獣
被
害

対
策
で
は
捕
獲
対
象
を
カ
ワ
ウ
に
ま
で
拡
大
し
強
化
す

る
な
ど
、
事
業
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
、
市
町
村
や
団
体
に
よ
る
取
組
み
を
積
極
的

に
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
未
来
に
向
け
た
森
林

づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

岐
阜
県 

林
政
部
長

　瀬
上 

繁
隆

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん

で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　　
さ
て
、
平
成
28
年
も
さ
ま
ざ
ま
の
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。

　
世
界
を
み
れ
ば
、
英
国
の
国
民
投
票
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
離

脱
決
定
や
米
国
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
ト
ラ
ン
プ
氏
の

勝
利
な
ど
、大
方
の
予
想
を
覆
す
動
き
が
顕
著
で
し
た
。

こ
う
し
た
動
き
は
、
我
が
国
の
社
会
・
経
済
に
も
、
今

後
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
我
が
国
で
は
、
２
０
１
５
年
国
勢
調
査
結
果
の
確
定

値
が
公
表
さ
れ
、
１
９
２
０
年
の
調
査
開
始
以
来
、
初

め
て
日
本
の
総
人
口
が
減
少
し
、
ま
た
、
首
都
圏
を
中

心
に
人
口
が
増
え
る
一
方
、
地
方
で
減
少
し
て
お
り
、

二
極
化
が
さ
ら
に
強
ま
っ
た
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
訪
日
外
国
人
数
は
、
10
年
前
の
平
成
18
年
に

は
７
３
３
万
人
で
し
た
が
、
28
年
に
は
10
月
末
時
点
で

２
千
万
人
を
超
え
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

こ
う
し
た
外
国
人
観
光
客
の
関
心
が
、
都
会
で
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
か
ら
、
地
方
の
自
然
、
文
化
、
食
へ
移

り
つ
つ
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
岐
阜
県
で
は
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
清

流
長
良
川
の
鮎
」、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
「
本
美
濃
紙
」、「
高
山
、
古
川
、
大
垣
の
祭
り

屋
台
」
な
ど
、
岐
阜
県
の
豊
か
な
自
然
・
文
化
の
魅
力

を
発
信
し
て
の
観
光
に
力
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
山
村
地
域
で
は
、
高
齢
化
、
人
口

減
少
が
進
み
、
野
生
鳥
獣
の
被
害
の
増
加
な
ど
様
々
な

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
の
観
光

に
お
い
て
も
、
特
定
の
場
所
、
時
期
に
限
ら
れ
、
四
季

折
々
の
山
村
地
域
の
豊
か
な
自
然
と
文
化
を
観
光
に
結

び
つ
け
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
木
材
生
産
の
増
大
に
よ
る
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性

化
は
も
と
よ
り
、
野
生
鳥
獣
の
食
用
へ
の
活
用
、
集
落

周
辺
の
里
山
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
そ
こ
に
住
む
人
た

ち
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
ま
た
訪
れ
る
人
た
ち
に
も
魅

力
あ
る
地
域
と
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
さ
ら
に
必
要

で
す
。

　
一
方
、
自
然
災
害
の
脅
威
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
昨
年
４
月
の
熊
本
地
震
や
10
月
の
鳥
取
で
の

地
震
、
11
月
の
東
北
で
の
地
震
な
ど
、
地
震
が
多
発
し
、

各
地
の
火
山
も
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
ま
た
、
８
月
に
は
観
測
史
上
初
め
て
東
北
に
台

風
が
上
陸
し
、
東
北
地
方
や
北
海
道
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
な
ど
甚
大
な
自
然
災
害
が
発
生
し
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　
29
年
度
は
、
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
の
第
２

期
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
第
３
期
岐
阜
県
森
林
づ

く
り
基
本
計
画
が
始
ま
り
ま
す
。

　
森
林
、
林
業
、
山
村
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
取
り

組
み
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は

山
村
に
住
む
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
都
会
に
住
む
人
々

の
理
解
や
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
県
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
理
解
や
協
力
に
よ

り
、
森
林
を
守
り
、
山
村
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

が
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
づ
く
り
の
根
幹
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

　
山
林
協
会
と
し
ま
し
て
も
、こ
の
「
森
林
の
た
よ
り
」

な
ど
を
通
じ
、
森
林
を
守
り
、
山
村
地
域
を
活
性
化
し
、

清
流
を
保
全
す
る
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
づ
く
り
の
た
め

の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も

に
、
新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶（

公
社
）岐
阜
県
山
林
協
会

　会
長

　日
置 

敏
明

MORINOTAYORI3



文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

春の七草
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正
月
気
分
も
終
わ
り
仕
事
に
本
腰
を

入
れ
る
頃
、毎
年
報
道
で
は
「
春
の
七
草
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

春
の
七
草
と
言
え
ば
、
昔
は
学
校
な

ど
で
、「
セ
リ
、
ナ
ズ
ナ
、
ゴ
ギ
ョ
ウ
、

ハ
コ
ベ
ラ
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
ス
ズ
ナ
、
ス

ズ
シ
ロ
」
と
習
っ
た
も
の
で
す
。

　

七
草
の
う
ち
、
セ
リ
と
ナ
ズ
ナ
は
標

準
和
名
で
す
が
、
他
は
私
た
ち
が
普
段

使
わ
な
い
植
物
名
で
、
ゴ
ギ
ョ
ウ
は
ハ
ハ

コ
グ
サ
、
ハ
コ
ベ
ラ
は
ハ
コ
ベ
、
ホ
ト
ケ

ノ
ザ
は
コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
、
ス
ズ
ナ
は
カ

ブ
、
ス
ズ
シ
ロ
は
ダ
イ
コ
ン
で
す
。

　

こ
の
名
に
は
古
（
い
に
し
え
）
の
風

習
が
隠
さ
れ
て
お
り
、
一
例
を
示
す
と

ゴ
ギ
ョ
ウ
は
漢
字
で
御
形
と
書
き
、
オ

ギ
ョ
ウ
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
ハ
ハ

コ
グ
サ
の
方
言
に
ホ
ー
コ
の
呼
び
名
が

あ
り
、
漢
字
で
這
子
と
記
さ
れ
、
こ
れ

は
赤
ん
坊
の
傍
ら
に
置
く
人
形
の
影
響

が
窺
え
ま
す
。
這
子
は
子
供
の
災
難
除

け
の
白
い
形
代
（
か
た
し
ろ
）
と
い
う

身
代
わ
り
人
形
を
指
し
、
母
子
か
ら
変

形
し
た
呼
び
名
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
紙
や
白
い
衣
が
高
価
で
あ
っ
た
時

代
に
は
、
庶
民
は
白
い
ハ
ハ
コ
グ
サ
で
身

体
を
撫
で
、
穢
（
け
が
）
れ
や
罪
を
祓

う
形
代
と
し
て
川
に
流
し
ま
し
た
。
キ

ク
科
の
越
冬
草
で
あ
る
ハ
ハ
コ
グ
サ
の

母
子
の
名
か
ら
し
て
、
形
代
は
母
と
子

の
身
代
わ
り
と
し
て
御
形
と
呼
ば
れ
た

の
で
す
。

　

七
草
の
習
慣
は
古
く
、
万
病
を
除
く

も
の
と
し
て
旧
暦
正
月
の
初
め
て
の
子

（
ね
）
の
日
に
野
山
で
若
松
を
引
き
、
若

菜
を
摘
ん
で
、
羹
（
あ
つ
も
の
）
と
い

う
汁
物
に
し
て
食
べ
た
「
子
の
日
の
遊

び
」
に
起
源
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

当
時
は
心
臓
に
良
い
と
さ
れ
た
マ
ツ

の
新
芽
を
食
用
に
し
、
子
の
日
の｢

ね｣

と｢

根｣

を
か
け
て
、
そ
の
日
に
根
を

引
く
と
根
が
伸
び
る
こ
と
か
ら
、
年
を

延
ば
し
縁
起
が
良
い
と
考
え
ら
れ
た
の

で
す
。
そ
の
際
に
引
い
て
き
た
若
松
の

新
芽
と
若
菜
を
食
べ
た
習
慣
が
、
室
町

時
代
以
降
に
粥
を
食
べ
る
風
習
と
一
体

化
し
、
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
正
月

七
日
に
七
草
粥
を
食
べ
る
習
わ
し
が
定

着
し
た
の
で
す
。

　

日
本
の
書
物
で
は
「
皇
太
神
宮
儀
式

帳
（
8
0
4
年
）」
に
、
正
月
七
日
に
菜

を
食
べ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
七

種
に
定
着
す
る
の
は
平
安
時
代
か
ら
で
、

清
少
納
言
の「
枕
草
子
」や
紀
貫
之
の「
土

佐
日
記
」
に
も
そ
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

古
代
、
中
国
で
は
正
月
７
日
の
人
日

（
じ
ん
じ
つ
）
に
、
七
種
の
菜
で
羹
を
つ

く
り
食
べ
る
こ
と
で
、
若
菜
の
息
吹
、

生
命
力
を
身
体
に
取
り
込
む
呪
術
的
な

要
素
が
強
か
っ
た
よ
う
で
す
。
江
戸
時

代
に
は
徳
川
幕
府
が
正
月
７
日
を
五
節

句
の
一
つ
と
し
、「
若
菜
節
」、「
七
種
の
祝
」

と
定
め
、
こ
の
日
に
諸
侯
は
登
城
し
て

祝
儀
を
言
上
し
、
将
軍
以
下
み
な
で
七

草
粥
を
食
べ
た
そ
う
で
す
。

▲冬に見るハハコグサ
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最
優
秀
賞

優 

秀 

賞

　国民の愛鳥保護思想を高めるために定められた「愛鳥週間」（昭和25年制定　毎年5月10日～16日）の普及・宣伝のため、県内の
小中学校、高等学校、特別支援学校の児童・生徒を対象として、県主催による「愛鳥週間ポスターコンクール」を毎年実施しています。
　今年度は、506点の応募があり、審査の結果、入賞作品60点が決定しました。

　入選以上の作品24点を、1月6日（金）から12日（木）まで岐阜県図書館（岐阜市宇佐4-2-1）にて展示しています。
※最優秀・優秀作品の中から、平成29年度愛鳥週間用ポスター原画コンクール（主催：（公財）日本鳥類保護連盟）へ

推薦したところ、次の方の受賞が決定されました。

【小学校低学年の部】
大垣市立東小学校  ３年

服部　泰治さん

【小学校高学年の部】
各務原市立蘇原第二小学校  ４年

浅野　太志さん

平成２８年度

【自然環境保全課　大野 文雄】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-8231 自然環境保全課まで

【小学校低学年の部】

　大垣市立中川小学校２年 安立　桜子さん

　養老町立上多度小学校２年 河野　菜月さん

【小学校高学年の部】

　瑞穂市立牛牧小学校４年 大野　桃果さん

　岐阜市立加納小学校６年 名知　希深さん

【中学校の部】

　池田町立池田中学校１年 平本ちありさん

　関市立緑ヶ丘中学校３年 柳沼　　至さん

【高等学校の部】

　県立岐阜総合学園高等学校２年 佐藤　里音さん

　県立多治見工業高等学校２年 大内田晏奈さん

愛鳥週間ポスターコンクール入賞作品が決定しました！

（
中
学
校
の
部
、高
等
学
校
の
部
の

  

２
点
は
表
紙
に
掲
載
）

【小学校の部】　入選　大垣市立東小学校  ３年　服部　泰治さん

100年先の森林づくりシンポジウム
ともに考える「森」、これからの１００年
～人と森との新たな関係づくり～
　森林が県土の８割を占める岐阜県では、豊かな森林を次の世代に引き継ぐことが重要な課題です。
　今回、「人と森との新たな関係づくり」をテーマに、幅広い専門家の方をお迎えし、県民のみなさんととも
にこれからの森林づくりを考える機会としてシンポジウムを開催します。

2017 １/２８ １３：００～１６：００　（受付12：00）土
ぎふ清流文化プラザ　長良川ホール　（岐阜市学園町３－４２）

■人と水から森林を考える
　『あまたつと考えよう、水・森の未来』
　　天達武史［気象予報士］

■人と教育から森林を考える
　『自然の中の子育ての魅力
　　～森のようちえんの現場より～』
　　浅井智子［自然育児 森のわらべ多治見園園長］
　　宮本英樹［どさんこミュゼ㈱　代表取締役社長］

■人と自然の共存から森林を考える
　『神宮宮域林、２００年の森づくり』
　　笹岡哲也［伊勢神宮　神宮司庁 営林部長］

■人と森林との新たな関係を考える
　『１００年先に向け、人と森をつなぐ』
　パネリスト 笹岡哲也［伊勢神宮　神宮司庁 営林部長］
 天達武史［気象予報士］
 浅井智子［自然育児 森のわらべ多治見園園長］
　コーディネーター 奥　敬一［富山大学芸術文化学部准教授］

［お申込み方法］
代表者氏名・連絡先電話番号、所属、
参加人数、同伴者氏名を明記のうえ、
ＦＡＸ、電子メールにて下記までお申
し込みください。

［お申込み締切］
１月２０日（金）

［お申込み先］

●完全予約制・当日受付不可
●申込期限：１月１７日（火）１２時
　※定員（２５名）に達ししだいお断りする
　　場合があります。

申込・お問い合わせ
ＴＥＬ０５８－２７２－８４７１

（岐阜県庁林政課　担当：大島）

●参加者には記念品プレゼント！
●抽選で20名に県産材木製イス
●無料託児サービスあり

日時
場所
プログラム

100森シンポジウム申込み事務局
　　　　　　　（株式会社セレスポ内）
FAX ０５２（７７１）６５３０
E-mail：100mori@cerespo.co.jp

入場無料 定員450名
要事前申込・先着順

参加者募集

［無料託児サービスについて］
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　平成２８年１１月２９日（火）と３０日（水）の２日間、名古屋市港区金城ふ頭の「ポートメッセなごや」において岐
阜、愛知、長野の３県合同による木材製品展示会「ＷＯＯＤコレクション（モクコレ）２０１６in名古屋」を開催しま
した。
　木曽川や矢作川などの流域で結ばれたこの３県は、歴史的にも上下流の林業・木材産業が一体となって発展して
きた地域です。「モクコレ２０１６in名古屋」は、林業・木材産業の振興を通じて森林の多面的機能の発揮や地域社
会の発展を目指す共通理念のもと、今回初めて３県合同の地域材利用促進・木材産業振興のためのイベントとして
開催しました。
　建築事務所、工務店をはじめ木造住宅に携わる関係者など、愛知県内を中心に両日合わせて約１，０００名の来
場者を迎え、地域材製品のＰＲ、商談等が実施され盛況のうちに開催することができました。
　県では、今回の「モクコレ２０１６in名古屋」をはじめ、木造住宅の建設需要の伸びが期待される中京圏や首都圏
をターゲットに、リフォーム需要も視野に入れながら、岐阜県産木材製品の販路拡大につながる施策を進めていき
ます。
　今回ご出展いただいた企業・団体のみなさま、ご来場者のみなさまをはじめ、モクコレ２０１６in名古屋の開催に
あたり、多くの方々のご協力を賜りました。この場をお借りしまして厚くお礼申し上げます。

【県産材流通課　吉峯 昭英】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ1111  内線（3013）県産材流通課まで

ＷＯＯＤコレクション（モクコレ）2016in名古屋

来場者で賑わう会場の様子

県立森林文化アカデミー小原准教授による基調講演

を開催しました
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去
る
11
月
12
日（
土
）に
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ

ミ
ー
　
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
前
広
場
に
お
い

て
、岐
阜
県
森
林
技
術
競
技
会
実
行
委
員
会
主
催

に
よ
る
森
林
技
術
競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
競
技
会
は
、森
林
技
術
及
び
安
全
作
業
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、将
来
の
林
業
を
担
う
若

手
の
育
成
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

今
回
は
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　
競
技
種
目
は「
丸
太
の
水
平
切
り
」、「
枝
払
い
」、

「
丸
太
の
合
わ
せ
切
り
」の
３
種
目
で
、そ
れ
ぞ
れ

の
作
業
の
確
実
性
、安
全
性
に
つ
い
て
審
査
項
目

を
設
け
、定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
違
反
し
た
場
合

は
、ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
タ
イ
ム
に
換
算
し
、ス

タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
の
タ
イ
ム
に
加
算
し
た

総
合
タ
イ
ム
で
順
位
を
競
う
も
の
で
す
。

　
選
手
を
代
表
し
て
㈱
山
田
林
業
の
土
井
憲
二
さ

ん
の
宣
誓
の
後
、総
勢
16
名
の
選
手
が
二
人
ず
つ

で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
操
作
技
術
に
挑
み
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、選
手
の
会
社
の
同
僚
や
家
族
等
も

応
援
に
訪
れ
、選
手
も
は
り
き
っ
て
競
技
に
参
加

で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
表
彰
式
で
は
、優
勝
、準
優
勝
者
に
、伊
藤
委
員

長（（
一
社
）岐
阜
県
森
林
施
業
協
会
会
長
）よ
り
県

産
材
ヒ
ノ
キ
の
表
彰
楯
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
に
対
す
る
競
技
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
、「
観
客
の
目
の
前
で
技
術
を
披
露
す
る
機
会
は

な
い
た
め
緊
張
し
た
」、「
枝
払
い
が
難
し
か
っ
た
」

　毎年、（一社）日本治山治水協会、日本林道協会の主催により開催されている治山林道工事等コンクールの第32回民有林林
道工事コンクールにおいて、林道「尾城山線」※（５工区）の工事を実施した㈱中島工務店（中津川市）が農林水産大臣賞を受賞
し、12月1日、東京において開催された表彰式で、林野庁沖次長から中島紀干代表取締役に賞状が授与されました。
　当工事は、出来型管理において、県が定める規格値よりも厳しい社内目標値を設け、全ての工種において、その目標値をク
リアしており、出来型の美観面においても優れていることから岐阜県山林協会から日本林道協会へ推薦したものです。
　他の部門においては次の方々がそれぞれ受賞されました。

●第39回林道維持管理コンクール（日本林道協会長賞）：
    中津川市長（林道　源根線）　　
●第32回民有林治山工事コンクール（日本治山治水協会長賞）：
    日下部建設（株）（下呂市馬瀬惣島葛谷）
●第17回民有林治山木材使用工事コンクール（日本治山治水協会長賞）：
    石田　真吾（揖斐川町谷汲名礼）
●第17回民有林林道木材使用工事コンクール（日本林道協会長賞）：
    可茂農林事務所　林業課（林道　加茂東線（6工区））

と
い
っ
た
意
見
が
多
か
っ
た
ほ
か
、「
他
の
技
術
者

と
の
交
流
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
他
の
選
手
の

技
術
力
を
見
て
、も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」と

い
っ
た
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、競
技
会
の
開
催
に
当

た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

【
森
林
整
備
課

　増
田 

龍
太
】

㈱中島工務店が「農林水産大臣賞」を受賞！

森
林
技
術
競
技
会
開
催
報
告

優　勝
準優勝
第３位

グリーンクリエイト㈱　田中　敏晴　総合タイム37.65秒
飛騨高山森林組合　　　厚地　雄三　総合タイム39.91秒
㈲大原林産　　　　　　藤吉　智志　総合タイム46.06秒

■上位入賞者および結果

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
ー
２
7
2
ー
1
1
1
1
内
線（
3
1
9
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　森
林
整
備
課
ま
で

　　　治山林道工事等コンクールの林道工事部門で平成
28年度

　この林道は、加茂郡白川町を起点とし、加茂郡東白川村を通り中津川市加子母を終点とする森
林基幹道です。全体計画延長33,100ｍ、幅員4.0ｍで、平成8年度に着手し、平成27年度末の開
設延長は、進捗率59.5％にあたる19,700ｍとなっています。　 工事区間の完成写真

表彰状を
受ける中島氏

※林道「尾城山線」の概要

【（公社）岐阜県山林協会】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７3-7666 （公社）岐阜県山林協会まで
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  森林文化アカデミー まで

「
虫
の
家
」か
ら
見
え
て
く
る
世
界

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　准
教
授
●
津
田

　格

●
ド
イ
ツ
で
見
た「
虫
の
家
」

　

9
月
に
、
本
校
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
グ
林
業
単
科
大
学
の
サ
マ
ー
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
た
め
、
ド
イ
ツ
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
約
１
週
間
の
ツ
ア
ー
の
中
で
ド
イ

ツ
で
の
社
会
と
森
林
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見

て
き
ま
し
た
。
環
境
教
育
施
設
を
訪
れ
た
際
に
、

建
物
の
外
壁
に
様
々
な
巣
箱
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た（
写
真
１
）。
そ
れ
ら
は
鳥
だ
け
で
な
く

昆
虫
や
コ
ウ
モ
リ
な
ど
の
住
処
と
な
る
も
の
で
、

大
学
構
内
に
も
木
材
や
松
ぼ
っ
く
り
を
詰
め
た

小
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
以
前
ド
イ
ツ
を
訪
れ
た

人
か
ら
聞
い
たInsektenhotel（
虫
の
家
）の

実
物
を
初
め
て
見
た
の
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
、

か
な
り
普
及
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

●
虫
の
家
づ
く
り
を
通
し
て

　

以
前
本
誌
で
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
が
環
境
と

暮
ら
し
の
関
わ
り
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る

の
で
は
と
書
き
ま
し
た
。
た
し
か
に
ニ
ホ
ン
ミ

ツ
バ
チ
に
は
人
を
引
き
つ
け
る
魅
力
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
一
方
で
、
蜂
蜜
と
い
う
甘
い
産
物

に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
で
ニ
ホ
ン
ミ
ツ

バ
チ
が
美
濃
地
方
で
減
少
し
、
気
軽
に
取
り
組

む
に
は
少
し
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

他
に
森
林
な
ど
の
自
然
環
境
に
人
が
目
を
向

け
る
き
っ
か
け
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
き
に
、
前
述
の
虫
の

家
の
話
を
聞
い
た
の
で
す
。
そ
の
情
報
を
参
考

に
、
虫
の
家
作
り
を
本
校
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ（
生
涯
学
習
講
座
）で
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
は

小
屋
を
建
て
、
細
い
竹
で
作
っ
た
虫
の
家
を
設

置
し
ま
し
た
。
竹
筒
の
細
い
孔
に
営
巣
す
る
昆

虫
に
は
、
狩
り
蜂
や
ハ
ナ
バ
チ
の
仲
間
が
い
ま

す
。
設
置
し
た
竹
を
割
る
と
、
ハ
チ
の
幼
虫
や

幼
虫
の
餌
と
し
て
集
め
ら
れ
た
ク
モ
な
ど
が
観

察
で
き
ま
し
た（
写
真
２
）。
何
気
な
く
見
過
ご

し
て
来
た
生
き
物
の
暮
ら
し
が
、
途
端
に
生
き

生
き
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
目
に
飛
び
込
ん
で

く
る
よ
う
で
し
た
。
参
加
者
の
方
に
は
自
宅
で

然
環
境
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
も
改
め
て
考

え
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

ド
イ
ツ
で
は
自
然
保
護
法
が
制
定
さ
れ
、
多

く
の
自
然
保
護
団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
自

然
保
護
に
関
連
す
る
法
的
な
規
制
が
厳
し
い
一

方
で
、
多
く
の
人
々
が
日
常
的
に
森
林
に
足
を

運
び
、
自
然
と
の
つ
き
あ
い
方
を
意
識
し
、
行

政
や
産
業
界
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
林
業
の

現
場
も
例
外
で
は
な
く
、
経
済
性
の
み
な
ら
ず

生
物
多
様
性
を
高
め
維
持
し
て
い
く
よ
う
な
管

理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
自
然
を
見
つ
め
直
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
後

の
日
本
に
お
い
て
も
重
要
性
を
増
し
て
い
く
こ

と
と
思
い
ま
す
。

も
同
様
の
試
み
を
行
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ド
イ

ツ
の
例
を
参
考
に
可
愛
い
形
の
虫
の
家
を
作
っ

て
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た（
写
真
３
）。

　

講
座
で
行
っ
た
虫
の
家
作
り
は
、
身
近
な
自

然
に
つ
い
て
改
め
て
目
を
見
開
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
し
か
し
か
つ
て
は
私
た
ち
の
す
ぐ
近
く
、

例
え
ば
茅
葺
き
屋
根
の
中
に
も
昆
虫
達
が
普
通

に
暮
ら
し
て
い
た
は
ず
で
す（
写
真
４
）。
け
れ

ど
も
家
屋
の
構
造
や
素
材
の
変
化
に
よ
り
、
そ

れ
ら
の
昆
虫
は
近
く
か
ら
姿
を
消
し
た
の
で
す
。

こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
に
過
ぎ
ず
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
方
や
社
会
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
ひ
っ
そ

り
と
い
な
く
な
っ
た
も
の
は
他
に
も
い
る
は
ず

で
す
。
虫
の
家
作
り
は
昆
虫
達
に
住
処
を
提
供

す
る
の
み
な
ら
ず
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
方
や
自

写真１　ドイツで見かけた様々な巣箱

写真２
竹筒の内部に詰め込まれたクモ類

写真３　可愛らしい形の「虫の家」
（撮影：森田綾子）

写真４　「虫の家」となっていた茅葺き屋根
虫が利用している茅は

末端が白く詰まって見える
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【恵みの森づくり推進課　二村 俊太郎】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-1111 内線（3031） 恵みの森づくり推進課まで

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

9
　県民みんなで豊かな自然環境を守る仕組みとして「清流の国ぎふ森林・環境税」が導入さ
れて４年が経過し、計画最終年である５年目の事業が実施されています。今年度も、森林に
関係する事業を中心に連載で紹介します。

ぎふの木育教材導入支援事業
　岐阜県では、『ぎふ木育』の取組みの一環として、ぎ
ふの木のおもちゃなどの玩具や、図画工作・技術の授業
で使用する木製学習教材等の購入費用の一部を補助す
る『ぎふの木育教材導入支援事業』を実施しています。

（１）対象事業者
　　　市町村（一部事務組合を含む）、市町村の設置する保育園・幼稚園・小中学校・特別支援学校、学校法人、
　　　社会福祉法人、医療法人、子育て関連のＮＰＯ法人のほか、特に知事が認める団体

（２）対象製品　　 
　　　木のおもちゃ、木製品キット、木材サンプル等
　　　※購入する木製品は原則として全て岐阜県産材（ぎふ証明材）

（３）補助金額　　 
　　　購入費用の1/2以内の額（県が認定するぎふ木育ひろば設置施設に導入する場合は10/10）
　　　ただし、導入する１施設につき上限100,000円
　　　※事業者が複数の施設に導入することも可能（この場合、１施設ごとに上記の金額が補助されます）

ぎふの木のおもちゃ・教材キットの購入費の一部を補助します！
【問い合わせ先】岐阜県庁　恵みの森づくり推進課
　　　　　　　  電話　058-272-1111（内線3031)　

■平成２８年度事業の概要

岐阜市（５）　各務原市（３）　大垣市（４）　大野町（４）　輪之内町（２）　土岐市（２）　美濃加茂市（１）
東白川村（１）　下呂市（１）　飛騨市（１）など、19 市町村 38 施設で活用されています（H28 年 12 月15 日現在）

 ■平成2８年度活用実績（各市町村での活用施設数）

● 木の手触りや匂いを、長い時間楽しんでいる子がいた。
● キットを組み立てることに対し、こだわりを持って丁寧に扱う子や、一つの作業を高い集中力を
　持って行う子を発見できた。
● 木のぬくもりを感じることができ、かつ子どもたちが舐めても安全な木のおもちゃを利用できることに対して
　保護者の方に安心感を持ってもらえ、また「木育」を積極的に導入している当施設の姿勢を評価してもらえた。　

【当事業を活用された方々からこんな評価・声をいただきました！】

現在も申請を受け付けています。
活用をご検討される場合は、
問い合わせ先までご相談ください。

導入したおもちゃで
遊ぶ園児たち 演奏会の様子

美濃加茂発
アベマキ木琴

【製造元：加子母森林組合】

【各務原市　川島東こども園】
【大垣市　むつみ保育園】

【美濃加茂市立山之上保育園】

ひのきのボールプール
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●森林づくり・木育活動に取り組む団体を紹介します！………「団体活動紹介」
●森や自然の中でのびのびと子育て！………「森のようちえん・プレーパーク」
●木育を子どもたちの教育に！………「木育ひろば」「木育教室」「緑と水の子ども会議」
●企業と地域住民との交流を深める森林づくり・木育活動！………「企業と協働による森林づくり」
●グループや企業がそれぞれの特技を活かしてつながる・創りだす！………「恵みの森づくりコンソーシアム」

など、岐阜県の頑張る方々を応援します！

今後の活動のヒントがたくさん詰まっています！ぜひ参考にしてみてください！！

問合せ先 住所：岐阜市薮田南2-1-1　岐阜県庁　恵みの森づくり推進課内
電話：058-272-8472（直通）　　FAX：058-278-2702　　E-mail：c11513@pref.gifu.lg.jp

ぎふ森林づくりサポートセンター
も　り

ぎふ森林づくり
サポートセンターＨＰ

　ぎふ森林づくりサポートセンター（サポセン）では、岐阜の森林づくり、里山保全整備、ぎふ木育などの活動
を支援し、イベント情報発信や交流のきっかけづくりを行っています！
　また、「里山づくり講座」や森林整備作業時の事故を防ぐための「安全管理講座」の開催の他、「ぎふ木育」「里
山づくり」における人材や団体の紹介も無料でいたします。取材希望も随時受付中！お気軽にご相談ください！

　「ぎふ森林づくりサポートセンター」ブログにて、
森林づくり活動団体の紹介や活動報告、イベント報
告を行っています。今後の活動の参考になるヒント
がいっぱい！！

活動紹介

　「参加者を募集したい」「活動を紹介したい」など
のご希望があれば、お知らせください。
　また、森林づくり活動団体が活用できそうな助成
団体募集情報も活動を支えてくれます。

団体活動・イベント紹介

　県内の森や木に関する活動団体の紹介や、指導
者の紹介、企業との協働による森林づくりを紹介し
ています。

活動の参考になる情報

　森林の役割や森林の仕事、ぎふ木育について紹
介しています。

身近な森林のはなし

　森林づくり用具（ヘルメッ
ト，のこぎりなど）、ぎふの木
のおもちゃ、学習パネル等を
無償貸出、木育プログラムの
紹介をします。

活動支援

ブログにて活動紹介しています

サポセンホームページ上部の ブログ ボタンをクリックするとご覧になれます。

お気軽にご連絡ください！

検索ぎふサポセン

も  り
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地 域の人

　
東
濃
地
域
の
現
場
の
第
１
線
で
活
躍
し
て

い
る
若
手
森
林
技
術
者
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
は
、㈱
山
田
林
業
の
板
津
靖
彦（
い
た

つ
　
や
す
ひ
こ
）さ
ん（
25
歳
）で
す
。

　
板
津
さ
ん
は
、小
牧
市
の
出
身
で
、関
東
地

方
の
大
学
で
林
業
を
学
び
、在
学
中
に
㈱
山
田

林
業
に
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
、平

成
26
年
4
月
か
ら
㈱
山
田
林
業
に
就
職
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
度
の
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
研

修
に
参
加
し
、積
極
的
に
森
林
管
理
技
術
を
学

ん
で
い
ま
す
。

 
㈱
山
田
林
業
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
㈱
山
田
林
業
は
愛
知
県
春
日
井
市
境
の
多

治
見
市
廿
原（
つ
づ
は
ら
）町
に
本
社
を
構
え
、

現
在
15
名
の
森
林
技
術
者
を
雇
用
し
て
い
ま

す
。主
力
事
業
は
岐
阜
県
内
外
の
開
発
事
業
地

等
の
支
障
木
伐
採
と
、会
社
が
所
有
す
る
中
間

処
理
施
設
で
の
年
間
２
０
０
０
㎥
程
度
の
原

木
か
ら
チ
ッ
プ
の
製
造
、県
内
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
施
設
へ
の
チ
ッ
プ
販
売
で
す
。

　
そ
し
て
今
年
森
林
整
備
事
業
の
ウ
エ
イ
ト

を
高
め
よ
う
と
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
購
入
し
、森

林
経
営
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、東
濃
地
域
の
林
業
関
係
者
か
ら
な
る

「
陶
都
林
材
ク
ラ
ブ
」の
一
員
と
し
て
、各
市
農

業
祭
へ
の
参
加
や
、地
域
か
ら
の
要
請
に
よ
り

林
業
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

板
津
さ
ん
が
㈱
山
田
林
業
を
選
ん
だ

 

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い

○
森
林
技
術
者
と
し
て
体
を
動
か
す
仕
事
に

就
き
た
か
っ
た
こ
と
。

○
㈱
山
田
林
業
が
、業
以
外
に
も
森
林
・
林
業

の
Ｐ
Ｒ
活
動（
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

等
）に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。

○
実
家
か
ら
通
い
な
が
ら
現
場
で
の
林
業
関

係
の
仕
事
が
出
来
る
こ
と
。

○
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
た
際
に
職

場
の
先
輩
、社
長
の
人
柄
に
ほ
れ
込
ん
だ
こ

と
。

　
以
上
の
理
由
に
よ
り
㈱
山
田
林
業
に
就
職

す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

 

実
際
に
仕
事
に
携
わ
っ
て
の
感
想
を

 

教
え
て
く
だ
さ
い

　
学
生
時
代
か
ら
草
刈
り
の
ア
ル
バ
イ
ト
で

鍛
え
て
い
た
の
で
、仕
事
し
て
み
て
体
力
的
に

問
題
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。現
在
は
、伐
採

の
技
術
を
重
点
的
に
高
め
た
い
と
考
え
て
お

り
、そ
の
一
環
と
し
て
先
日
の
森
林
技
術
競
技

会
に
は
自
ら
立
候
補
し
て
参
加
し
ま
し
た
。競

技
会
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、日
頃
の
現
場

作
業
で
も
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
安
全
に
使
う
こ

と
を
課
題
と
し
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

 

こ
れ
か
ら
の
目
標
・
希
望
を

 
教
え
て
く
だ
さ
い

○
先
輩
方
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、ど
ん
な

仕
事
も
修
行
の
つ
も
り
で
一
生
懸
命
行
い
、

基
本
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

○
一
つ
ず
つ
出
来
る
こ
と
を
増
や
し
、重
機
の

運
転
、伐
採
か
ら
搬
出
、採
材
ま
で
一
通
り

の
仕
事
が
安
全
に
出
来
る
一
人
前
の
森
林

技
術
者
に
な
る
こ
と
。

○
私
有
林
の
管
理
、運
営
を
任
せ
て
も
ら
え
る

　
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
仕
事
が
出
来
る

こ
と
。

○
会
社
に
利
益
を
も
た
ら
す
事
が
出
来
る
従

業
員
に
な
る
こ
と
。

○
仕
事
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と
。

　
を
目
標
と
し
て
日
々
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

 

お
話
を
伺
っ
て

　
板
津
さ
ん
は
普
段
と
て
も
物
静
か
な
人
で

す
が
、研
修
等
の
受
講
指
導
を
通
し
て
森
林
整

備
に
対
す
る
内
な
る
熱
い
情
熱
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
研
修
で
は
、大
学
で

学
ん
だ
事
を
思
い
出
し
理
解
し
な
が
ら
積
極

的
に
学
ば
れ
て
お
り
、現
在
会
社
周
辺
の
森
林

経
営
計
画
を
策
定
す
る
準
備
を
さ
れ
て
い
ま

す
。研
修
終
了
後
は
、㈱
山
田
林
業
が
計
画
実

施
す
る
東
濃
地
域
の
森
林
整
備
推
進
の
牽
引

者
の
一
人
と
し
て
、地
域
林
業
の
発
展
の
た
め

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
２
ー
２
３
ー
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
濃
農
林
事
務
所
ま
で

【
東
濃
農
林
事
務
所

　林
業
普
及
指
導
員 

藤
井 

敦
】

㈱山田林業

板津 靖彦さん

『東濃地域の林業を
　　　支える若い力』（その３）

公園で広葉樹伐採補助

板津さん
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施設の経緯
　岐阜市茜部の「おひさまの微笑み」は有料老人ホームと障
がい者グループホームを併設している施設です。
　利用者の方に「感動と満足」を感じて頂きたいという代表
兼施設管理者の思い入れが実り、平成２８年３月に施設が完
成しました。
　構造材、内装材には全て岐阜県産材を使用しており、木のぬ
くもりや香りがあふれる施設となっています。 

ここに注目！！
●構造材だけでなく、お風呂・手すり・大テーブル・腰掛

イス等、手に触れる建具は、全て岐阜県産材で仕上げて
います。

●畳敷きの廊下、部屋の土壁等、旅館のような住宅型老人
ホームとなっています。

●平成２８年１０月８日に「ぎふの木づかい施設」に認定
されました。

利用者の様子
●職員と建物内外を散歩されたり、吹き抜けの食堂でお友達

や子ども達とゆったりお話しをされたりと、木材の温かな空
間の中でゆっくり安心して過ごされています。

施設で使用している照明は、
内閣総理大臣賞を授与された
建具職人手作りのものです。

畳敷きの廊下では、
お年寄りと企業内保育所の
子ども達の交流を
行っています。

施設概要

事業主体 ㈱ハートコンサルタント

事業年度 平成27年度

構造・
延床面積

木造２階建て
延床面積950.88㎡

施設用途 有料老人ホーム・障がい者グループホーム

木材使用量
使用樹種

県産材使用量：224.66㎥
主な使用樹種：スギ、ヒノキ

助 成 額 83,893千円

全体事業費 231,625千円

設 計 者 ㈱ダイナ建築設計

施工業者

工　　期 平成27年8月～平成28年3月

㈱新東建設

施設全景

食堂

■問い合わせ先（9：00～18：00）
 （株）ハートコンサルタント　
　おひさまの微笑み
連絡先　ＴＥＬ ０５８-２７６-１３６６【県産材流通課　山田 純司】　　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8487 県産材流通課まで

「
ぎ
ふ
の
木
づ
か
い
施
設
」を

　
　
　
　
　
　
　認
定
し
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
平
成
27
年
10
月
に
開
催
し
た
「
第
39
回
全
国
育
樹
祭
」
を
契
機
に
、

一
昨
年
度
か
ら
岐
阜
県
産
材
を
使
用
し
、
先
進
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た

施
設
や
木
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
「
ぎ
ふ
の
木
づ

か
い
施
設
」
と
し
て
認
定
し
、
み
な
さ
ん
に
紹
介
す
る
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
10
月
8
日
の
「
木
の
日
」
に
、
新
た
に
27
施
設
を
認
定
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
認
定
し
た
27
施
設
と
合
わ
せ
て
「
ぎ
ふ
の
木
づ
か
い
施
設
」
は
合
計

54
施
設
と
な
り
ま
し
た
。
認
定
し
た
施
設
に
は
認
定
証
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。（「
ぎ
ふ
の
木
づ
か
い
施
設
」で
検
索
）

　
次
年
度
以
降
も
、
10
月
8
日
の
「
木
の
日
」
に
認
定
を
行
い
ま
す
の
で
、
認

定
要
件
を
満
た
す
施
設
の
皆
さ
ま
の
申
請
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◯
対
象
施
設

　
福
祉
施
設
、
教
育
施
設
、
商
業
施
設
等
　

　（
住
居
専
用
以
外
の
施
設
）

◯
認
定
要
件

　
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
施
設

１ 

「
ぎ
ふ
証
明
材
」
を
使
用
し
、
木
材
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
意
匠
性
・
新
規
性
に
富

ん
だ
Ｐ
Ｒ
効
果
の
高
い
施
設

２ 

使
用
し
た
木
材
の
70
％
以
上
に
、「
ぎ
ふ

証
明
材
」
が
使
用
し
て
あ
る
施
設

岐阜市立長良西小学校
おひさまの微笑み
ふぁみりぃポップ
有料老人ホーム・デイサービス　ここな
学校法人長屋学園　認定こども園だいち
山県市社会福祉協議会 ショートステイあさひ
海津市立城南中学校　南舎
グループホーム　りんどう
大野町立幼児療育センター　なないろ
関市立関商工高等学校　第２体育館
関市立西部保育園
郡上市立白鳥中学校
郡上市立大和中学校
郡上市立郡上東中学校
きらら美濃加茂
㈱弘栄工務店 Renovation展示場
神土高齢者交流サロン
多治見市星ケ台保育園
陶宅老所　いちにのさん
中津川市清和寮
くり・くりの里中津川　和食処なかつ川
ぎふ村高齢者健康増進施設
恵那たんぽぽ　大井ホーム
下呂市立かなやまこども園
サービス付き高齢者向け住宅　清徳会宙
新穂高センター
高山市国民健康保険　清見診療所

認定施設名 業　種 住　所
小学校
高齢者福祉
障がい者福祉
高齢者福祉
認定こども園
高齢者福祉
中学校
高齢者福祉
児童発達支援
高等学校
保育園
中学校
中学校
中学校
障がい者福祉
展示場
高齢者福祉
保育園
高齢者福祉
高齢者福祉
障がい者福祉
高齢者福祉
障がい者福祉
認定こども園
高齢者福祉
観光施設
医療施設

岐阜市千代田町2丁目1番地
岐阜市茜部寺屋敷2丁目40番地
岐阜市下西郷2丁目252番地
岐阜市切通2丁目7番24号
各務原市各務西町5丁目189番地
山県市高木933
海津市南濃町羽沢1050
安八郡神戸町北一色555番地1
揖斐郡大野町大字大野162－1
関市桐ヶ丘1丁目1番地
関市小屋名621－2
郡上市白鳥町為真766番地2
郡上市大和町剣100番地
郡上市和良町法師丸196番地1
美濃加茂市西町7丁目182番地1
可児市下恵土6014－1
加茂郡東白川村神土587－5
多治見市星ケ台3丁目7番地の3
瑞浪市陶町猿爪14－1
中津川市中津川3367番地の1
中津川市苗木48－522
中津川市茄子川中畑112－163
恵那市大井町2716－72
下呂市金山町金山2301－3
高山市神田町1丁目28番地1
高山市奥飛騨温泉郷神坂710－9
高山市清見町三日町417－1

■ 平成 28 年度新規認定施設一覧（計 27 施設）

海津市立城南中学校
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施設の経緯
　岐阜市茜部の「おひさまの微笑み」は有料老人ホームと障
がい者グループホームを併設している施設です。
　利用者の方に「感動と満足」を感じて頂きたいという代表
兼施設管理者の思い入れが実り、平成２８年３月に施設が完
成しました。
　構造材、内装材には全て岐阜県産材を使用しており、木のぬ
くもりや香りがあふれる施設となっています。 

ここに注目！！
●構造材だけでなく、お風呂・手すり・大テーブル・腰掛

イス等、手に触れる建具は、全て岐阜県産材で仕上げて
います。

●畳敷きの廊下、部屋の土壁等、旅館のような住宅型老人
ホームとなっています。

●平成２８年１０月８日に「ぎふの木づかい施設」に認定
されました。

利用者の様子
●職員と建物内外を散歩されたり、吹き抜けの食堂でお友達

や子ども達とゆったりお話しをされたりと、木材の温かな空
間の中でゆっくり安心して過ごされています。

施設で使用している照明は、
内閣総理大臣賞を授与された
建具職人手作りのものです。

畳敷きの廊下では、
お年寄りと企業内保育所の
子ども達の交流を
行っています。

施設概要

事業主体 ㈱ハートコンサルタント

事業年度 平成27年度

構造・
延床面積

木造２階建て
延床面積950.88㎡

施設用途 有料老人ホーム・障がい者グループホーム

木材使用量
使用樹種

県産材使用量：224.66㎥
主な使用樹種：スギ、ヒノキ

助 成 額 83,893千円

全体事業費 231,625千円

設 計 者 ㈱ダイナ建築設計

施工業者

工　　期 平成27年8月～平成28年3月

㈱新東建設

施設全景

食堂

■問い合わせ先（9：00～18：00）
 （株）ハートコンサルタント　
　おひさまの微笑み
連絡先　ＴＥＬ ０５８-２７６-１３６６【県産材流通課　山田 純司】　　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8487 県産材流通課まで

「
ぎ
ふ
の
木
づ
か
い
施
設
」を

　
　
　
　
　
　
　認
定
し
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
平
成
27
年
10
月
に
開
催
し
た
「
第
39
回
全
国
育
樹
祭
」
を
契
機
に
、

一
昨
年
度
か
ら
岐
阜
県
産
材
を
使
用
し
、
先
進
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た

施
設
や
木
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
「
ぎ
ふ
の
木
づ

か
い
施
設
」
と
し
て
認
定
し
、
み
な
さ
ん
に
紹
介
す
る
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
10
月
8
日
の
「
木
の
日
」
に
、
新
た
に
27
施
設
を
認
定
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
認
定
し
た
27
施
設
と
合
わ
せ
て
「
ぎ
ふ
の
木
づ
か
い
施
設
」
は
合
計

54
施
設
と
な
り
ま
し
た
。
認
定
し
た
施
設
に
は
認
定
証
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。（「
ぎ
ふ
の
木
づ
か
い
施
設
」で
検
索
）

　
次
年
度
以
降
も
、
10
月
8
日
の
「
木
の
日
」
に
認
定
を
行
い
ま
す
の
で
、
認

定
要
件
を
満
た
す
施
設
の
皆
さ
ま
の
申
請
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◯
対
象
施
設

　
福
祉
施
設
、
教
育
施
設
、
商
業
施
設
等
　

　（
住
居
専
用
以
外
の
施
設
）

◯
認
定
要
件

　
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
施
設

１ 

「
ぎ
ふ
証
明
材
」
を
使
用
し
、
木
材
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
意
匠
性
・
新
規
性
に
富

ん
だ
Ｐ
Ｒ
効
果
の
高
い
施
設

２ 

使
用
し
た
木
材
の
70
％
以
上
に
、「
ぎ
ふ

証
明
材
」
が
使
用
し
て
あ
る
施
設

岐阜市立長良西小学校
おひさまの微笑み
ふぁみりぃポップ
有料老人ホーム・デイサービス　ここな
学校法人長屋学園　認定こども園だいち
山県市社会福祉協議会 ショートステイあさひ
海津市立城南中学校　南舎
グループホーム　りんどう
大野町立幼児療育センター　なないろ
関市立関商工高等学校　第２体育館
関市立西部保育園
郡上市立白鳥中学校
郡上市立大和中学校
郡上市立郡上東中学校
きらら美濃加茂
㈱弘栄工務店 Renovation展示場
神土高齢者交流サロン
多治見市星ケ台保育園
陶宅老所　いちにのさん
中津川市清和寮
くり・くりの里中津川　和食処なかつ川
ぎふ村高齢者健康増進施設
恵那たんぽぽ　大井ホーム
下呂市立かなやまこども園
サービス付き高齢者向け住宅　清徳会宙
新穂高センター
高山市国民健康保険　清見診療所

認定施設名 業　種 住　所
小学校
高齢者福祉
障がい者福祉
高齢者福祉
認定こども園
高齢者福祉
中学校
高齢者福祉
児童発達支援
高等学校
保育園
中学校
中学校
中学校
障がい者福祉
展示場
高齢者福祉
保育園
高齢者福祉
高齢者福祉
障がい者福祉
高齢者福祉
障がい者福祉
認定こども園
高齢者福祉
観光施設
医療施設

岐阜市千代田町2丁目1番地
岐阜市茜部寺屋敷2丁目40番地
岐阜市下西郷2丁目252番地
岐阜市切通2丁目7番24号
各務原市各務西町5丁目189番地
山県市高木933
海津市南濃町羽沢1050
安八郡神戸町北一色555番地1
揖斐郡大野町大字大野162－1
関市桐ヶ丘1丁目1番地
関市小屋名621－2
郡上市白鳥町為真766番地2
郡上市大和町剣100番地
郡上市和良町法師丸196番地1
美濃加茂市西町7丁目182番地1
可児市下恵土6014－1
加茂郡東白川村神土587－5
多治見市星ケ台3丁目7番地の3
瑞浪市陶町猿爪14－1
中津川市中津川3367番地の1
中津川市苗木48－522
中津川市茄子川中畑112－163
恵那市大井町2716－72
下呂市金山町金山2301－3
高山市神田町1丁目28番地1
高山市奥飛騨温泉郷神坂710－9
高山市清見町三日町417－1

■ 平成 28 年度新規認定施設一覧（計 27 施設）

海津市立城南中学校
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

－ 叔父さんの遺書、ミヤマカラスアゲハ － 【第306回】

　私の叔父であるOさん（以下、叔父さん）は高山市の奥地に
ある集落で一人暮らしをしている。ここを離れると400年前から
ある仏壇の守りができなくなるので、先祖に申し訳ないからだと
いう。昨年の5月、その叔父さんに久しぶりに会った。いろいろ
話しているうちに健康の話になった。その時、「照雄、酒ばっか
り飲んどると駄目やぞ。わりも（お前）も70を過ぎたんやで、
体を大事にせんと早う死んでまうぞ」と飛騨弁丸出しで話をさ
れた。叔父さんは90歳。とてもそんな歳には見えない。昼は農
作業で夜は好きな俳句や短歌の勉強。毎日が早寝早起きで、食
事は質素で腹八分。6年前から好きな酒も止めたという。とにか
く健康を第一に考えるすごい人であった。その叔父さんがさらに
言われた。「わしの自慢は医者にかかったことがないこと。その
お陰で体は丈夫やし、歯は全部自分の歯。それに目は今でも
1.5で、遠くも近くも見えるんやぞ。」私は唖然とし、思わず口
に出た。「それ本当！？」叔父さんはすごい人だ、と改めて思った。
そして、私は「叔父さんは１00歳まで生きられるね」と冗談の
つもりで話した。「わしもそのつもりだ。しかしなあー 90も過ぎ
ると、いつポックリいくかわからんので、今のうちに遺書を書い
ておこうと思っている」と言われた。私は「まだ、早いですよ。
医者にかかったことのない体ですから」と笑いながら答えた。

×　　×　　×　　×
　それから6ヶ月後、その叔父さんが亡くなった。それも病気で
なく、焼死だという。驚いた。と言うより、信じられなかった。
火元は叔父さんの使っていた電気毛布。焼けたのはその部屋だ
け。しかし、叔父さんは逃げ出せなかった。「あと5分あれば」
と遺族。その心中を察すると胸が痛んだ。100歳まで生きると言っ
ていた叔父さん。それが悲惨な結末で人生の幕を閉じてしまっ
た。無念だっただろうと目頭が熱くなった。そのうちに叔父さん
との思い出が次々と脳裏をかすめた。特に忘れられないのがカ
ワチョウチョウのこと。記憶は定かでないが、小学6年生の時だっ
たと思う。夏休みに叔父さんの家で何日も過ごしたことがある。
その時、叔父さんの山仕事についていったことがある。途中、
水のわき出ているところ
があった。そこに青光り
のするきれいな蝶が何匹
も集まっていた。叔父さ
んは「あれはカワチョウ
チョウで、暑いと水を飲
みにくるんやぞ」と言わ
れた。このカワチョウチョ
ウは川や谷の水辺に集団
で水を吸っていたし、家
の前の花にも何匹も飛来
していた。その後、この

蝶はミヤマカラスアゲハであることを知った。今では少なくなっ
たが、当時は集落のどこでも飛び回っていた。もう60年前のこ
とであるが、当時の光景が目に浮かんできた。

×　　×　　×　　×
　やはり叔父さんは遺書を残されていた。葬儀の時、遺書のコ
ピーが会葬者に渡された。その遺書を読み胸が熱くなってきた。
それには次のようなことが記してあった。

　となっていた。
×　　×　　×　　×

　読み終わり叔父さんの人間性が痛いほど伝わってきた。それ
にしても、病院とは無縁だった叔父さんの悲惨な最後。生前口
にしていた「いつポックリいくかわからんで」が現実となってし
まった。世は無情だと思った。祭壇に飾られた山仕事をしてい
る叔父さんの写真。その叔父さんが「照雄、山のおじゃまむし
はいつまでも書けよ。わしは天国で読むでな」と言っているよ
うであった。叔父さんは、山のおじゃまむしの愛読者で「毎回
楽しみだ」と言われていた。私は叔父さんのためにも「これか
らも書きますから、天国で読んでください」と祭壇に拝礼した。
帰路、叔父さんの住んでいた家に寄った。このあたりをカワチョ
ウチョウがたくさん飛んでいたのだなーと当時を思い出し、叔
父さんに最後の別れをした。さようなら、叔父さん。▲吸水しているミヤマカラスアゲハ

　この手紙をお読みになられている時は、朝早く小鳥のさえ
ずりに起こされて外に出ると生暖かい朝霧が山川、田畑を覆
い思わず深呼吸をする早春の季節でしょうか。…… 90歳を
目前にして頭、体の元気なうちに私のような者を相手に気長
にお付き合い頂いた皆様方に、感謝を込めてお礼申し上げ
ます。今思えば激動の昭和、飽食と混迷の平成を生き抜い
た「頑固オヤジの独り言」として読んで頂ければ幸いに存じ
ます。「贅沢は敵だ」に始まり今思えば無謀な太平洋戦争に
突き進み、戦中、戦後の悲惨な日本と復興から繁栄そして
憂うほどの迷える日本。ある著名な人が「物余りは人の心を
滅ぼし、ひいては國を滅ぼす」という言葉を思いにふける日々
です。「国を愛し、郷土を愛し、人を愛し、物を大切にする」
人として最も大切な日本人の心を忘れようとしています。ま
さに国が滅びる直前だと思わざるをえません。物不足の時代
を生きた私のわがまま、勝手をお許し下さい。
　この世を去る者が現世に生きる皆様方にご厚情を賜ること
は大変申し訳なく思います。よって私の葬儀は質素に、近親
者のみの家族葬とし且つ後々の年忌についても何一つ文句
も言わずに私を支えてくれた亡き女房と一緒に質素に執り行
うことを節にお願い申し上げます。皆様方の……これを「最
後の手紙」といたします。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
６
７
ー
２
１
２
１

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　

  

郡
上
市
役
所
林
務
課
ま
で

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

郡
上
市
の
森
林
づ
く
り
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

郡上市
マスコットキャラクター
郡上良良ちゃん

郡
上
市
の
山
づ
く
り
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
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０
５
７
５
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７
ー
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２
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郡
上
市
役
所
林
務
課
ま
で

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

郡
上
市
の
森
林
づ
く
り
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

郡上市
マスコットキャラクター
郡上良良ちゃん

郡
上
市
の
山
づ
く
り

森
林
の
概
要

　

岐
阜
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
郡
上
市
は
、

白
山
山
系
の
銚
子
ケ
峰
、
大
日
ケ
岳
、
鷲
ケ
岳

等
の
山
々
が
連
な
る
中
山
間
地
域
で
長
良
川
の

源
流
部
に
あ
た
り
ま
す
。
一
部
は
、
白
山
国
立

公
園
、
奥
長
良
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
緑
豊
か
な
優
れ
た
自
然
景
観
を
有
し
て

い
ま
す
。

　

森
林
は
、
市
総
面
積
の
約
9
割
に
あ
た
る

92
千
ｈａ
を
占
め
て
お
り
、
県
内
で
は
高
山
市
に

次
い
で
2
番
目
に
多
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
森

林
面
積
の
う
ち
民
有
林
が
97
％（
約
9
万
ｈａ
）を

占
め
、
そ
の
内
人
工
林
が
5
万
ｈａ（
人
工
林
率

56
％
）で
、
人
工
林
面
積
は
県
内
で
一
番
で
す
。

樹
種
は
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
が
半
々
で
す
が
、
南
部

で
は
ヒ
ノ
キ
、
北
部
で
は
ス
ギ
の
占
め
る
割
合

が
高
い
状
況
で
す
。

郡
上
山
づ
く
り
構
想

　

こ
れ
ら
の
森
林
が
持
つ
水
源
涵
養
等
の
多
面

的
機
能
を
維
持
・
発
揮
さ
せ
な
が
ら
、
豊
富
な

森
林
資
源
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
を
目
指

し
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
計
画
的
な
森
林

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
22
年
度
に「
郡
上

山
づ
く
り
構
想
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
構
想

で
は
、「
山
美
し
く
、
水
清
く
、
幸
巡
る
ま
ち
」と

し
て
郡
上
を
創
り
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
基

本
理
念
と
し
、
森
林
整
備
、
木
材
利
用
、
人
材

育
成
の
３
つ
の
観
点
か
ら
施
策
の
方
向
性
と
推

進
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

山
づ
く
り
施
策
の
推
進

　

郡
上
山
づ
く
り
構
想
に
基
づ
き
、
実
施
し
て

い
る
施
策
の
う
ち
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

1
森
林
整
備
事
業

　

市
内
の
人
工
林
の
約
８
割
が
3
～
12
齢
級
の

間
伐
対
象
林
分
の
た
め
、
積
極
的
に
間
伐
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
県
の

間
伐
事
業
の
補
助（
補
助
率
68
％
）を
嵩
上
げ
し
、

80
～
90
％
の
補
助
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
市
内
全
体
で
約
１
，
３
０
０
ｈａ（
H
27
）の
間

伐
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
小
規
模
森
林
整
備
事
業

　

さ
ら
に
、
国
県
の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
小

規
模（
０
．０
５
～
３
ｈａ
）な
森
林
整
備
に
対
し
て

6
割
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

3
郡
上
市
産
材
住
宅
建
設
等
支
援
事
業

　

市
内
産
材
の
利
用
促
進
の
た
め
、
市
内
産
材

を
構
造
材
の
8
割
以
上
使
用
し
た
住
宅
や
店
舗

に
対
し
て
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
内
へ

の
新
規
定
住
で
市
内
の
工
務
店
等
に
施
工
し
て

も
ら
っ
た
場
合
に
は
最
大
補
助
額
は
１
棟
あ
た

り
50
万
円
で
す
。

4
森
林
・
林
業
人
材
育
成
事
業

　

森
林
技
術
者
の
育
成
に
必
要
な
研
修
受
講
費

用
の
１
／
２
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

皆
伐
施
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

順
次
主
伐
期
を
迎
え
、
今
後
増
し
て
く
る
皆

伐
に
対
し
て
、
森
林
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
木

材
を
持
続
的
に
利
用
し
て
い
く
た
め
に
平
成
25

年
度
に「
郡
上
市
皆
伐
施
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を

策
定
し
ま
し
た
。
森
林
所
有
者
、
伐
採
事
業
者

の
方
に
、
皆
伐
を
控
え
る
森
林（
急
傾
斜
地
等
災

害
の
危
険
性
の
あ
る
森
林
、
標
高
１
４
０
０
ｍ

以
上
、
積
雪
深
2.5
ｍ
以
上
で
造
林
に
適
さ
な
い

森
林
等
）を
示
す
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
伐
採

時
の
注
意
事
項
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
①
大

面
積
の
皆
伐
は
避
け
る
。
②
人
工
林
の
伐
採
地

は
植
栽
す
る
。
③
５
ｈａ
以
上
の
皆
伐
は
、
伐
採

区
域
や
伐
採
時
期
を
分
散
さ
せ
る
。
④
保
護
樹

帯
・
保
残
木
を
配
置
す
る
。
⑤
天
然
更
新
地
は

一
定
面
積
ご
と
に
有
用
な
母
樹
を
残
す
。
な
ど

で
す
。

　

継
続
し
た
普
及
啓
発
に
よ
り
、
当
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
も
年
々
理
解
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
伐
採
跡
地
の

再
造
林
へ
と
つ
な
が
る
箇
所
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
２７
年
９
月
に
、

Ａ
材
を
利
用
す
る
大
型
製
材
工
場
が
市
内
で
本

格
稼
働
し
、
新
た
な
木
材
需
要
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

　

伐
期
を
迎
え
て
い
る
森
林
を
伐
採
し
、
利
用

す
る
た
め
に
、
施
業
の
集
約
化
、
森
林
経
営
計

画
の
策
定
促
進
、
路
網
整
備
、
森
林
技
術
者
の

確
保
・
育
成
等
に
取
り
組
む
と
共
に
、
伐
採
後

の
確
実
な
更
新
の
た
め
に
、
獣
害
対
策
や
低
コ

ス
ト
造
林
の
実
証
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、
地
球

温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
等
に
よ
り
災
害
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
森
林
の
多
面
的
機

能
の
維
持
・
発
揮
と
安
定
的
な
木
材
生
産
及
び

更
新
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
平
成
28
年

度
に
、
市
内
の
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
等
に
よ

る「
郡
上
市
森
林
ゾ
ー
ニ
ン
グ
検
討
会
議
」を
設

置
し
て
、
木
材
生
産
適
地
な
ど
森
林
の
将
来
像

を
見
据
え
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
そ
の
区
分
毎
の
森

林
整
備
方
針
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

世
界
農
業
遺
産
に

　「
清
流
長
良
川
の
鮎
」が
認
定

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
清
流
長
良
川
に
関

す
る
人
の
生
活
、
食
文
化
、
水
環
境
、
漁
業
資

源
が
密
接
に
関
わ
る
里
川
シ
ス
テ
ム
で
あ
る「
清

流
長
良
川
の
鮎
」が
平
成
２７
年
１２
月
に
世
界
農
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
れ
を
契
機
に
森
林
の
持
つ

多
面
的
機
能
を
市
民
に
普
及
啓
発
す
る
と
と
も

に
、
清
流
長
良
川
及
び
豊
か
な
森
林
を
次
世
代

へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
森
林
づ
く
り
を
益
々
進
め

て
い
き
ま
す
。

【
郡
上
市
役
所　

林
務
課
】

▲適正に管理された森林（市有林）
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
5
ー
2
5
3
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー

普及コーナー

■森林文化アカデミー　森林技術開発・支援センター　
技術支援係　田中 郁男

岐阜県のきのこは私が守る
　　～孤軍奮闘！きのこの普及指導～

岐
阜
県
の
き
の
こ
の
現
状

　

岐
阜
県
の
き
の
こ
の
生
産
状
況
は
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
２７
年
次
の
調
査
に
よ
る
と
、
し
い
た

け
が
約
１
，８
０
０
ｔ
で
、
き
の
こ
全
体
で

は
約
３
，１
０
０
ｔ
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
２５
年
の
岐
阜
県
の
き
の
こ
の
「
林
業

産
出
額
」（
※
１
）
は
、
２
８
．３
億
円
で
、

林
業
産
出
額
（
８
１
．８
億
円
）
の
約
３５
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

※
１
「
林
業
産
出
額
」
は
、
県
内
に
お
け
る

木
材
、
栽
培
き
の
こ
類
、
薪
炭
等
林
業
生
産

活
動
に
よ
る
生
産
額
の
合
計
。

岐
阜
県
の
普
及
指
導
体
制
に
つ
い
て

　

岐
阜
県
は
、
平
成
１８
年
度
か
ら
林
業
普
及

指
導
員
を
専
任
化
し
、
岐
阜
県
立
森
林
文
化

ア
カ
デ
ミ
ー
（
森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン

タ
ー
）
ほ
か
１０
の
現
地
機
関
（
農
林
事
務
所
）

に
２８
名
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
き
の
こ
の
普
及
指
導
に

つ
い
て
は
、
高
い
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
岐
阜
県
下
全
域
を
、
一
人
の
林
業

普
及
指
導
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
約
２
年
間
こ
の
普
及
指
導
に
従
事
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
間
に
体
験
し
た
事
例
を

紹
介
し
ま
す
。

事
例
１　

害
菌
の
特
定

　

あ
る
日
、
私
の
携
帯
電
話
に
「
赤
パ
ン
か

び（
※
２
）が
発
生
し
た
～
。
助
け
て
く
れ
～
」

と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

※
２
「
赤
パ
ン
か
び
」
は
、
高
温
・
多
湿
を

好
む
菌
で
、
繁
殖
力
が
強
く
施
設
全
体
に
蔓

延
す
る
危
険
な
菌
。

　

早
速
、
施
設
を
訪
問
し
、
発
生
し
て
い
る

菌
床
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
赤
パ
ン
か
び
で

は
な
く
、
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
し
た
。

　

赤
パ
ン
か
び
で
な
く
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た

が
、
施
設
内
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
る
汚
染
は
、
施
設
内
の

水
廻
り
に
原
因
が
あ
る
こ
と
が
多
く
、
生
産

者
か
ら
状
況
を
聞
い
た
結
果
、「
噴
霧
器
の

水
受
け
」
が
原
因
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
掃

除
を
徹
底
す
る
よ
う
指
導
し
、
そ
れ
以
降
、

バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
る
汚
染
は
な
く
な
り
ま
し

た
。事

例
２　

６０
万
円
経
費
削
減

　
「
施
設
内
の
雑
菌
が
ひ
ど
い
。
見
に
来
て

く
れ
。」
と
連
絡
が
あ
り
、
施
設
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

菌
床
に
害
菌
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
生
産
者
は
、「
殺
菌
釜
の
調
子
が
良

く
な
い
。
修
理
の
見
積
り
を
し
た
ら
、
６０
万

円
か
か
る
ら
し
い
。」
と
原
因
を
機
械
の
不

調
の
せ
い
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

生
産
者
は
、
往
々
に
し
て
、
自
分
の
技
術

を
信
じ
て
い
る
の
で
、
害
菌
発
生
の
原
因
を
、

機
械
の
不
調
に
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
、
施
設
内
を
見
た
と
こ
ろ
、
菌
床
や

発
生
本
数
等
の
状
況
か
ら
、
栽
培
瓶
を
殺
菌

釜
で
殺
菌
し
た
後
で
の
、
放
冷
時
に
外
気
と

触
れ
る
際
の
「
吸
い
込
み
」（
※
３
）
に
よ
る

原
因
を
疑
い
ま
し
た
。

※
３
「
吸
い
込
み
」
高
温
で
殺
菌
後
、
殺
菌

釜
か
ら
放
出
し
た
際
に
、
温
度
差
で
、
栽
培

瓶
内
に
外
気
を
吸
い
込
む
現
象
。
こ
の
際
に

害
菌
も
一
緒
に
吸
い
込
み
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、「
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
」
と
い
う

温
度
を
測
定
し
、
測
定
値
を
蓄
積
で
き
る
機

械
に
よ
り
、
殺
菌
釜
内
に
お
け
る
殺
菌
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

害菌の発生状況確認中

殺菌釜の状況確認中
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
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０
５
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森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー

普及コーナー

■森林文化アカデミー　森林技術開発・支援センター　
技術支援係　田中 郁男

岐阜県のきのこは私が守る
　　～孤軍奮闘！きのこの普及指導～

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
原
因
を
追
究
す
る
必
要
性
を

説
明
し
、
原
因
を
探
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

菌
廻
り
が
良
く
な
い
原
因
は
、
培
地
作
製

時
に
、
お
が
粉
や
必
要
な
栄
養
体
（
米
ぬ
か
、

大
豆
の
皮
な
ど
）
に
水
分
を
加
え
、
攪
拌
す

る
の
で
す
が
、
そ
の
際
に
、
水
分
量
が
一
定

で
な
く
、
水
分
過
多
の
場
合
が
考
え
ら
れ
た

の
で
、
含
水
率
の
把
握
方
法
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。

　

含
水
率
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
同
じ
従
業

員
が
実
施
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
感
覚
が

つ
か
め
な
い
（
多
く
の
生
産
者
は
、手
で
握
っ

た
感
覚
で
含
水
率
を
把
握
し
て
い
る
）
状
況

で
し
た
の
で
、
機
器
で
測
定
す
る
方
法
を
併

用
し
て
、
感
覚
を
覚
え
る
よ
う
指
導
し
ま
し

た
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
こ
の
従
業
員
の
感
覚

は
甘
い
よ
う
で
す
が
、
徐
々
に
改
善
は
し
て

い
ま
す
。

　

原
因
究
明
の
ほ
か
、
生
産
者
の
生
産
技
術

を
高
め
る
た
め
の
意
識
改
革
も
で
き
ま
し

た
。

事
例
４　

種
菌
業
者
と
連
携

　
「
４
月
に
接
種
し
た
菌
床
が
、
褐
変
化
（
き

の
こ
の
菌
が
蔓
延
し
、
菌
床
が
褐
色
に
変
化

す
る
こ
と
）
し
な
い
ん
で
す
。」
と
の
連
絡

を
受
け
、
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
の
培
養
状
況
を
聞
き
ま
し
た

が
、
高
温
に
見
舞
わ
れ
た
な
ど
と
い
っ
た
こ

と
も
な
く
、
褐
変
化
し
な
い
原
因
が
今
ひ
と

つ
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、「
種
菌
会

社
に
は
相
談
し
て
い
ま
す
か
。」
と
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
種
菌
会
社
で
、
試
験
栽
培
し
て

も
ら
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
結
果
が
分
か
ら
な

い
。」
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
種
菌
会
社

の
担
当
者
に
連
絡
し
、
状
況
を
確
認
し
、
こ

の
生
産
者
に
原
因
等
を
伝
え
ま
し
た
。

　

種
菌
会
社
も
巡
回
指
導
員
を
配
置
し
、
生

産
者
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
指

導
範
囲
が
広
が
っ
て
お
り
密
接
な
指
導
が
で

き
て
い
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
巡
回
指
導
員

と
相
談
し
、
今
後
は
、
連
携
し
て
生
産
者
指

導
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
規
き
の
こ
生
産
者

　

原
木
・
菌
床
き
の
こ
生
産
に
新
規
に
取
り

組
み
た
い
と
い
う
方
が
、
生
産
開
始
時
の
融

資
を
検
討
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
情
報

が
簡
単
に
入
手
で
き
る
こ
と
か
ら
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
ど
お
り
に
行
え
ば
、
き
の
こ
が
簡
単
に

生
産
で
き
る
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
状
況
で

す
。　
　

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
き
の
こ
が
生
き

物
で
あ
り
、
そ
の
栽
培
は
難
し
く
マ
ニ
ュ
ア

ル
ど
お
り
に
で
き
な
い
こ
と
や
、
施
設
規
模

の
妥
当
性
や
、
今
後
の
生
産
・
販
売
計
画
に

つ
い
て
も
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に

　

き
の
こ
は
、
植
菌
し
て
か
ら
３
か
月
で
発

生
す
る
も
の
も
あ
り
、
木
材
を
生
産
す
る
林

業
と
比
べ
る
と
、
農
業
の
よ
う
に
結
果
が
早

く
分
か
り
ま
す
。

　

そ
の
き
の
こ
の
生
産
等
の
指
導
は
、
か
な

り
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す
が
、
上
手
く
い
っ

た
場
合
は
、
嬉
し
さ
も
格
別
で
す
。

　

日
々
、
き
の
こ
の
生
産
を
さ
れ
て
い
る
生

産
者
の
経
験
に
か
な
う
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
違
う
視
点
で
見
つ
め
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。

　

何
か
不
具
合
が
生
じ
た
際
は
、
少
な
か
ら

ず
力
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
せ

ず
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
生
産
者
は
高
圧
殺
菌
釜
を
使
用
し
て

い
ま
す
が
、
１
０
０
℃
が
、
４
時
間
近
く
維

持
さ
れ
て
お
り
、
十
分
殺
菌
さ
れ
て
い
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
グ

ラ
フ
化
し
て
、
生
産
者
に
目
で
見
え
る
形
で

示
し
、
納
得
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
寒
天
培
地
（
※
４
）
を
作
製
し
、

施
設
内
の
落
下
菌
調
査
を
実
施
し
、
施
設
内

が
と
り
わ
け
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況

で
な
い
こ
と
も
理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

※
４
「
寒
天
培
地
」
シ
ャ
ー
レ
に
寒
天
を
溶

か
し
固
め
た
も
の
。
施
設
内
の
害
菌
調
査
時

等
に
利
用

　

こ
の
よ
う
な
結
果
を
も
と
に
、
疑
っ
て
い

た
「
吸
い
込
み
」
に
よ
る
対
策
と
し
て
、
殺

菌
後
の
蒸
ら
し
時
間
を
長
く
す
る
よ
う
指
導

し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
害
菌
の
発
生
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

約
６０
万
円
の
修
理
費
を
防
ぎ
、
経
営
の
手

助
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

事
例
３　

勘
違
い
を
正
す

　

こ
の
生
産
者
は
、「
酵
素
を
添
加
す
る
と

生
産
量
が
１０
％
程
度
上
が
る
可
能
性
が
あ

る
。」
と
い
う
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　

施
設
を
訪
問
し
、
状
況
を
聞
い
て
い
る

と
、「
こ
の
頃
、菌
廻
り
が
良
く
な
い
ん
で
す
。

そ
の
影
響
で
、
生
産
量
が
１０
％
程
度
落
ち
て

い
る
ん
で
す
。
酵
素
を
添
加
す
る
と
生
産
量

が
１０
％
上
が
る
と
聞
い
た
の
で･･･

」
と
の
こ

と
。

　

生
産
量
が
落
ち
て
い
る
原
因
を
特
定
す
る

前
に
、
安
易
に
生
産
量
を
回
復
さ
せ
よ
う
と

攪拌機内のおが粉の状況調査中

施設内での指導中
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が
使
用
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。

お
わ
り
に

　
前
回
の
結
果
と
あ
わ
せ
、
樹
下
植
栽
を

想
定
し
た
ス
ギ
林
に
お
い
て
、
緩
傾
斜
地

で
は
1
1
0
㎝
程
度
、
傾
斜
30°
で
は

1
5
0
㎝
程
度
の
積
雪
条
件
で
あ
れ
ば
、

六
角
柱
型
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
が
年
間
を

通
し
て
使
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
調
査
事
例
を
増
や
し
、
新
植
地

を
想
定
し
た
上
層
木
が
な
い
環
境
や
、
複

数
年
に
わ
た
る
破
損
状
況
な
ど
、
様
々
な

条
件
下
で
の
調
査
を
行
い
、
ツ
リ
ー
シ
ェ

ル
タ
ー
が
年
間
を
通
し
て
使
用
で
き
る
条

件
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

森
林
研
究
所
●
岡
本 

卓
也

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
で
す
（
図
３
）。
こ
の

ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
支
柱
の
強
度
が

高
い
た
め
曲
が
り
に
く
く
、
ツ
リ
ー
シ
ェ

ル
タ
ー
本
体
に
自
立
性
が
あ
り
、
か
つ
表

面
が
平
滑
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
樹
下
植
栽
を
想
定
し
、
緩
傾
斜
地
の
50

年
生
ス
ギ
林
内
に
高
さ
1
4
0
㎝
の
六
角

柱
型
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
20
本
を
設
置

し
、
融
雪
後
の
破
損
や
倒
伏
の
状
況
を
目

視
調
査
に
よ
り
確
認
し
ま
し
た
。林
内
の

積
雪
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
積
雪
深
計
に

よ
り
把
握
し
ま
し
た
。

融
雪
後
の
資
材
状
況

　
積
雪
期
間
中
の
最
深
積
雪
深
は
1
1
0

㎝
で
、
資
材
高
で
あ
る
1
4
0
㎝
を
越
え

る
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
目
視
調
査
の
結
果
、明
ら
か
な
破
損
や
、

積
雪
に
よ
り
傾
い
た
形
跡
は
、
す
べ
て
の

ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
で
確
認
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。こ
の
結
果
か
ら
、1
1
0
㎝
程
度

の
積
雪
の
あ
る
緩
傾
斜
地
の
森
林
で
は
、

積
雪
期
間
を
通
し
て
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー

ル
タ
ー
に
よ
り
採
食
対
策
を
実
施
す
る
に

は
、積
雪
量
な
ど
の
条
件
を
考
慮
に
入
れ
、

使
用
す
る
資
材
を
慎
重
に
選
択
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
前
回
（
本
誌
7
4
0
号
）
は
、
傾
斜
30°

の
ス
ギ
林
に
お
け
る
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー

の
耐
雪
性
（
積
雪
で
破
損
し
た
り
倒
れ
た

り
し
な
い
か
ど
う
か
）を
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
緩
傾
斜
地
に
設
置
し
た
ツ

リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
の
耐
雪
性
に
つ
い
て
の

試
験
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

試
験
条
件

　
試
験
に
用
い
た
の
は
、
前
回
の
試
験
で

耐
雪
性
の
高
か
っ
た
市
販
の
六
角
柱
型
ツ

は
じ
め
に

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
に
よ
る
植
栽
木
の
枝

葉
の
採
食
は
、
植
栽
木
の
成
長
や
形
状
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
（
図
１
）。そ

の
対
策
と
し
て
植
栽
木
に
薬
剤
を
塗
布
す

る
方
法
や
、植
栽
木
を
保
護
資
材（
ツ
リ
ー

シ
ェ
ル
タ
ー
）
で
覆
う
方
法
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
物
理
的
に
植

栽
木
を
保
護
し
、
高
い
採
食
防
止
効
果
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
欠
点
と
し
て
、
積
雪

に
よ
り
鉛
直
下
方
向
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て

変
形
し
採
食
防
止
効
果
が
発
揮
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
植
栽
木
と
共
に
倒
伏
し
植
栽

木
に
損
傷
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
（
図
２
）。
そ
の
た
め
、ツ
リ
ー
シ
ェ

ツ
リ
ー
シェル
タ
ー
の
耐
雪
性（
Ⅱ
）

―
緩
傾
斜
地（
傾
斜
15°
未
満
）で
の
事
例
―

図1.採食され矮小（盆栽）化したスギ

図2.倒伏したツリーシェルターと苗木（矢印）

図3.試験資材

図4.融雪後の資材状況
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
０
ー
３
１
６
０
ー
６
０
９
０

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岐
阜
森
林
管
理
署
ま
で

国
有
林
の
現
場
か
ら

国
有
林
見
学
ツ
ア
ー
の
開
催
と

　
　
　
　
　
　広
報
活
動
の
強
化

4
岐
阜
森
林
管
理
署
　
主
任
地
域
林
政
調
整
官
　
大
島 

愛
彦

　

岐
阜
森
林
管
理
署
で
は
、
１０
月
２２
日
（
土
）、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
な
り
わ
い
研
究
所
及
び
旅
行

業
者
の
共
催
で
、
山
の
日
制
定
記
念
「
御
岳
の

自
然
と
江
戸
時
代
の
ヒ
ノ
キ
を
見
に
行
こ
う
」

と
題
し
て
、
国
有
林
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
都
市
住
民
に
対
し
て
森
林
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
を
提
供
す
る
「
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進

事
業
」（
林
野
庁
事
業
）
を
活
用
し
て
、
昨
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
　
ツ
ア
ー
の
概
要

　

当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
下
呂
市
内
の
国
有

林
で
あ
る
、
赤あ
か
ん
た

沼
田
天て
ん
ぽ
り
ん

保
林
（
国
内
で
も
例
の

少
な
い
江
戸
時
代
に
植
え
ら
れ
た
ヒ
ノ
キ
人
工

林
）
と
、
御
岳
自
然
休
養
林
（
御
岳
山
麓
の
自

然
林
）
を
案
内
し
な
が
ら
森
林
・
林
業
の
普
及

啓
発
、
火
山
の
説
明
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
ツ
ア
ー
開
催
の
た
め
の
工
夫

　

参
加
者
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
昨
年
度
の
反
省
を

踏
ま
え
、
今
年
度
は
次
の
点
を
工
夫
し
ま
し
た
。

①
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
森
林
・
林
業
を
あ
ま
り
知

　

ら
な
い
一
般
の
人
の
感
覚
を
取
り
入
れ
る

②
広
報
活
動
を
強
化
す
る

　
　
一
般
の
人
の
感
覚
を
大
切
に

　

イ
ベ
ン
ト
企
画
に
役
人
の
発
想
で
は
な
く
一

般
の
人
の
感
覚
を
取
り
入
れ
よ
う
と
、
署
内
の

非
常
勤
の
女
性
職
員
と
の
自
由
な
意
見
交
換
を

行
い
、
タ
イ
ト
ル
や
チ
ラ
シ
な
ど
一
般
の
人
に

も
分
か
り
や
す
い
内
容
に
修
正
し
ま
し
た
。

　
　
広
報
活
動
の
強
化

　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
市
広
報
、
生
活

情
報
誌
、
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体

に
働
き
か
け
ま
し
た
。
特
に
チ
ラ
シ
に
は
、
森

林
の
役
割
や
大
切
さ
、
森
林
管
理
署
の
説
明
な

ど
を
記
載
し
、
単
な
る
参
加
者
募
集
で
は
な
く
、

森
林
・
林
業
を
広
報
す
る
た
め
の
１
つ
の
手
段

と
し
て
展
開
し
ま
し
た
。

　

チ
ラ
シ
は
下
呂
市
の
協
力
に
よ
り
、
市
内
の

様
々
な
施
設
に
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
掲
示
い
た
だ

く
と
と
も
に
道
の
駅
に
置
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
申
し
込
み
に
つ
な
が
ら
な
く
て
も

広
報
の
効
果
は
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
定
員
を
超
過
す
る
ほ
ど
好
評
で
、

イ
ベ
ン
ト
を
何
で
知
っ
た
か
の
問
い
に
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
一
番
多
く
、
続
い
て
新
聞
、
ラ
ジ

オ
、
テ
レ
ビ
の
順
で
し
た
。
商
工
会
や
観
光
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
チ
ラ
シ
を
掲
載
し
て
も

ら
っ
た
効
果
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
重
要
な
広
報
媒
体
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、私
が
出
演
し
た
下
呂
市
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
を
見
た
り
エ
フ
エ
ム
岐
阜
を
聴
い

た
と
い
う
人
が
多
く
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響

力
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
イ
ベ
ン
ト
の
結
果
と
考
察

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
９
割
以
上
の
人
が
満

足
、
今
後
も
参
加
し
た
い
と
高
い
評
価
を
い
た

だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
は
大
成
功
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
近
年
、
国
で
も
県
で

も
重
視
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
森
林
・
林
業
、
国
有
林
、

林
野
庁
及
び
森
林
管
理
署
が
、
国
民
の
理
解
を

得
る
た
め
に
重
要
な
業
務
で
す
。
せ
っ
か
く
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
の
で
す
か
ら
、
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
広
報
を
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
都
市
住
民
へ
の
広
報

を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
。
森
林
と
の
ふ
れ
あ

い
だ
け
で
な
く
、
林
業
（
特
に
伐
採
・
搬
出
）

を
国
民
に
紹
介
し
、
日
本
の
木
を
使
う
こ
と
は

森
林
を
育
て
る
。
国
産
材
の
利
用
を
促
進
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

▲森林・林業の広報活動強化  エフエム岐阜にて ▲国有林見学ツアー  現地案内の様子
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は
じ
め
に

　
林
道
を
設
計
す
る
場
合
に
は
、
崖
錐
（
が

い
す
い
）
や
地
す
べ
り
地
形
地
、
落
石
危
険

地
及
び
崩
壊
地
な
ど
の
箇
所
は
で
き
る
だ
け

避
け
る
こ
と
と
し
、
や
む
を
得
ず
通
過
す
る

場
合
は
、
そ
の
対
策
を
十
分
に
検
討
す
る
、

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
下
呂
市
の
林
道
下
呂
〜
萩
原
線
に

お
い
て
、
通
過
が
困
難
な
崖
錐
帯
を
通
る

ル
ー
ト
を
選
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
切

土
法
面
対
策
や
路
側
構
造
物
な
ど
を
検
討

し
、
施
工
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

 

概
要

　
こ
の
林
道
は
、
全
幅
員
5.0
ｍ
、
全
体
計
画

延
長
約
40
㎞
の
森
林
基
幹
道
で
す
。
周
辺
の

地
層
は
濃
飛
流
紋
岩
類
と
な
っ
て
お
り
、
林

道
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
「
阿
寺
断
層
」
が
あ
り

ま
す
。

　
今
回
の
計
画
区
間
は
断
層
の
影
響
を
直
接

受
け
る
地
質
・
地
形
で
、
緩
斜
面
に
は
１
〜

２
ｍ
の
転
石
層
が
あ
り
、
急
斜
面
に
露
出
す

る
岩
盤
は
ひ
び
割
れ
が
多
く
、
周
辺
や
林
道

通
過
点
に
は
崩
壊
地
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
再
検
討
を
要
し
た
区
間
は
２
箇
所
あ
り
ま

す
。両
区
間
と
も
古
い
崩
壊
地
の
跡
が
あ
り
、

地
山
勾
配
が
急
峻
で
転
石
が
多
く
、
土
羽
の

み
の
盛
土
や
長
大
な
切
取
り
も
施
工
上
困
難

な
地
形
な
た
め
、
当
初
設
計
で
は
補
強
土
壁

工
に
よ
る
路
側
構
造
物
を
中
心
に
計
画
し
て

い
ま
し
た
。

　
当
該
箇
所
の
工
事
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
、

地
山
内
部
が
脆
弱
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
詳
細
な
地
質
調
査
の
結
果
、
巨
礫
崖

錐
層
や
崖
錐
堆
積
物
が
当
初
の
想
定
よ
り
深

い
こ
と
か
ら
、
当
初
設
計
を
見
直
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。

 

設
計
の
再
検
討

①
Ａ
区
間

　
崖
錐
帯
は
転
石
等
が
堆
積
し
た
状
態
で
あ

り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
だ
け
で
は
設
計
条
件

の
特
定
は
難
し
く
、
再
設
計
に
必
要
な
地
盤

定
数
は
、
現
場
で
の
平
板
載
荷
試
験
に
よ
り

得
ら
れ
た
極
限
支
持
力
や
ボ
ー
リ
ン
グ
坑
内

か
ら
乱
さ
な
い
状
態
で
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し

て
三
軸
圧
縮
試
験
を
行
っ
た
結
果
か
ら
推
定

し
ま
し
た
。

　
再
設
計
の
結
果
、
巨
礫
崖
錐
層
の
約
10
ｍ

の
区
間
で
は
、
路
側
構
造
物
と
し
て
、
通
常

の
盛
土
材
料
で
は
全
体
の
円
弧
す
べ
り
に
対

す
る
安
全
率
1.2
を
下
回
る
た
め
、
補
強
土
壁

内
の
盛
土
材
料
と
し
て
、土
石
に
比
べ
軽
い
、

ガ
ラ
ス
を
熱
に
よ
り
発
砲
さ
せ
た
軽
量
盛
土

材
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
安
定
性
を
確
保
し

ま
し
た
。

　
切
土
法
面
に
つ
い
て
は
、
巨
礫
崖
錐
層
を

1
：
0.8
の
勾
配
で
掘
削
し
た
場
合
の
安
全
率

を
求
め
た
結
果
、計
画
安
全
率
1.2
を
下
回
り
、

必
要
な
抑
止
力
を
満
た
す
た
め
、
グ
ラ
ン
ド

ア
ン
カ
ー
工
を
施
工
し
ま
し
た
。

②
Ｂ
区
間

　
Ｂ
区
間
で
は
、
横
断
方
向
に
２
箇
所
で

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
地
盤
の

Ｎ
値
は
７
程
度
で
支
持
力
と
し
て
は
低
い
値

が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
線
形
変

更
を
含
め
施
工
可
能
な
工
法
を
比
較
し
、
崖

錐
堆
積
物
の
区
間
約
16
ｍ
に
軽
量
な
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
を
路
体
に
用
い
る
Ｅ
Ｐ
Ｓ
工
法
を

選
定
し
ま
し
た
。

　
再
設
計
の
結
果
、Ｅ
Ｐ
Ｓ
工
法
で
地
盤
反

力
を
低
く
お
さ
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

支
持
力
が
不
足
す
る
と
思
わ
れ
る
崖
錐
帯
で

も
安
定
を
保
つ
と
判
断
し
ま
し
た
。Ｅ
Ｐ
Ｓ

工
法
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

を
敷
き
並
べ
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
が
紫
外
線

な
ど
で
劣
化
し
な
い
よ
う
壁
面
材
で
保
護
す

る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
法
面
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
計
画
し
て
い

た
待
避
所
を
他
の
箇
所
へ
移
動
し
た
こ
と
に

よ
り
切
り
取
り
量
が
削
減
さ
れ
、
1
：
1.0
程

度
の
勾
配
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
法
面
の

小
崩
壊
に
よ
り
新
た
な
切
り
取
り
が
発
生
す

る
可
能
性
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
一
般
的
な

吹
付
枠
工
と
し
ま
し
た
。

　
延
長
約
1
0
0
ｍ
の
区
間
で
す
が
、
５
年

の
歳
月
を
費
や
し
、
崖
錐
帯
に
林
道
を
開
設

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
報
告
が
、

今
後
、
崖
錐
帯
に
直
面
し
た
現
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治
山
・
林
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研
究
課
題

　　
治
山
、林
道
の
各
研
究
会
で
は
、日
頃
の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
、

調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
２
月
に
行
わ
れ
た
発
表
会
（
本
誌

7
5
2
号
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〜
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ペ
ー
ジ
）
で
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表
さ
れ
た
研
究
課
題
を
紹
介
し
ま
す
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発泡スチロール
ブロックの敷設

壁面パネルの取り付け
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コラム

2月号
予定

2月1日発行

清流の国ぎふ森林・環境税

わがまちの森林・環境行政（2）

市況情報 その他

地域の人

連載
●山の歳時記（138）
●山のおじゃまむし（307）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（50）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（50）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

森林・林業関係イベントカレンダー（1～2月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-272-3858

リスクアセスメント
担当者安全教育

受講資格：
自動車普通運転免許
所持者

１月24日㈫～
１月25日㈬

2月21日㈫～
2月24日㈮

2月8日㈬

2月9日㈭～
2月10日㈮

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

フォークリフト
運転技能講習

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-272-3858

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

　10月に森林文化アカデミーに異動し、県職員になって初めて、「森林のたより」編集
委員になりました井戸です。残りの半年間宜しくお願い致します。
　12月号に掲載していますが、10月9日（日）、昨年全国育樹祭を開催した揖斐川町に

おいて、「全国育樹祭１周年・全国植樹祭10周年記念大会」を開催しました。
　当日は、1年前の天候とまったく同じように、直前まで降っていた雨は式典が始まるころにはすっかり
上がり、静寂な森の中での開催となりました。
　昨年、皇太子殿下により全国植樹祭では初めてとなる『間伐』が行われたお手入れ会場には、皇室
三代にわたる森林づくりを写真パネルにして埋め込まれた記念碑と全国育樹祭の会場である谷汲緑地
公園には、知事が揮毫した「育樹の碑」の記念碑が設置されました。
　来賓による除幕は、多くの拍手の中無事成功し、安堵とともに感動がありました。揖斐川町を訪れる
ことがありましたら、一度ご覧下さい。
　この記念大会を契機に、皆さん一人ひとりが森林を守り育て、活用し、次の世代へ引き継いでいく
｢100年先の森林づくり」の礎となっていくことを祈念しています。

「森林のたより」編集委員　井戸 好美

森の名手・名人

平成28年度
第55回 治山研究会中部支部技術（設計・積算）検討会に参加しました。

　平成２８年１０月２４、２５日に、静岡県において第５５回治山研究会中部支部技術（設計・積算）検討会が開催されました。
　治山研究会中部支部は、中部８県と中部森林管理局から構成され、毎年、現地検討会と技術（設計・積算）検討会を開催しています。
現地検討会については本誌１２月号で報告されていますが、今回は技術検討会について報告します。
　技術検討会では、「治山技術の発展向上のための取組課題」と「設計・積算歩掛調査等の課題」を持ちより、情報交換や解決に向
けた討議を行っています。１日目は、静岡県庁舎にて検討会議を行いました。今年度は、治山事業に係る調査歩掛の大幅改定、治山施
設長寿命化計画に関するガイドラインの発刊、山地災害危険地区調査要領の改訂など、ここ数年でも例を見ないほど重要な課題が多くあっ
たこともあり、例年以上に活発な意見交換がなされました。２日目は、静岡市内にある復旧治山事業現場の視察を行いました。平成２４年６
月の豪雨により山腹斜面が崩壊し、下流の茶畑と市道まで土砂が流出した箇所で、対策工種は、谷止工（新設、既設嵩上）、土留工（鋼
製枠、かご枠、コンクリート）、水路工、
モルタル吹付工、木製構造物工（柵工、
筋工、伏工）、仮設工（モノレール、ケー
ブルクレーン）と、バリエーションに富んで
おり、様々な治山施設を見ることのできる
現場でした。
　多くの課題がある中で、この会議だけで
解決策が見つかるというわけではありませ
んが、今後の検討にとって非常に有意義
な会議となりました。 写真1　検討会の様子 写真2　現地視察の様子 写真3

視察現場遠景

【治山課　萬谷 亘哉】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-1111 内線（3167） 治山課まで

●講習時間：24日（林業）9:20～17:30
　　　　　  25日（製造業）9:20～17:30
●申　込：開催日の2週間前まで
●受講料：11,800円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 9:20～15:30 学科
　　　　　  15:30～16:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,200円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 9日 8:30～17:40 学科
　　　　　  10日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,700円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：1日目： 8:30～16:30 学科 
　　　　　　　　  16:30～17:30 学科試験
　　　　2～4日目： 8:00～17:30 実技・試験
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：31,860円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-272-3858

  9日（学科）ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
10日（実技）岐阜県森連岐阜支所（関市倉知字物見山4660-16）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-272-3858

岐阜県森連岐阜支所（関市倉知字物見山4660-16）
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2月号
予定

2月1日発行

清流の国ぎふ森林・環境税

わがまちの森林・環境行政（2）

市況情報 その他

地域の人

連載
●山の歳時記（138）
●山のおじゃまむし（307）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（50）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（50）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

森林・林業関係イベントカレンダー（1～2月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-272-3858

リスクアセスメント
担当者安全教育

受講資格：
自動車普通運転免許
所持者

１月24日㈫～
１月25日㈬

2月21日㈫～
2月24日㈮

2月8日㈬

2月9日㈭～
2月10日㈮

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

フォークリフト
運転技能講習

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-272-3858

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

　10月に森林文化アカデミーに異動し、県職員になって初めて、「森林のたより」編集
委員になりました井戸です。残りの半年間宜しくお願い致します。
　12月号に掲載していますが、10月9日（日）、昨年全国育樹祭を開催した揖斐川町に

おいて、「全国育樹祭１周年・全国植樹祭10周年記念大会」を開催しました。
　当日は、1年前の天候とまったく同じように、直前まで降っていた雨は式典が始まるころにはすっかり
上がり、静寂な森の中での開催となりました。
　昨年、皇太子殿下により全国植樹祭では初めてとなる『間伐』が行われたお手入れ会場には、皇室
三代にわたる森林づくりを写真パネルにして埋め込まれた記念碑と全国育樹祭の会場である谷汲緑地
公園には、知事が揮毫した「育樹の碑」の記念碑が設置されました。
　来賓による除幕は、多くの拍手の中無事成功し、安堵とともに感動がありました。揖斐川町を訪れる
ことがありましたら、一度ご覧下さい。
　この記念大会を契機に、皆さん一人ひとりが森林を守り育て、活用し、次の世代へ引き継いでいく
｢100年先の森林づくり」の礎となっていくことを祈念しています。

「森林のたより」編集委員　井戸 好美

森の名手・名人

平成28年度
第55回 治山研究会中部支部技術（設計・積算）検討会に参加しました。

　平成２８年１０月２４、２５日に、静岡県において第５５回治山研究会中部支部技術（設計・積算）検討会が開催されました。
　治山研究会中部支部は、中部８県と中部森林管理局から構成され、毎年、現地検討会と技術（設計・積算）検討会を開催しています。
現地検討会については本誌１２月号で報告されていますが、今回は技術検討会について報告します。
　技術検討会では、「治山技術の発展向上のための取組課題」と「設計・積算歩掛調査等の課題」を持ちより、情報交換や解決に向
けた討議を行っています。１日目は、静岡県庁舎にて検討会議を行いました。今年度は、治山事業に係る調査歩掛の大幅改定、治山施
設長寿命化計画に関するガイドラインの発刊、山地災害危険地区調査要領の改訂など、ここ数年でも例を見ないほど重要な課題が多くあっ
たこともあり、例年以上に活発な意見交換がなされました。２日目は、静岡市内にある復旧治山事業現場の視察を行いました。平成２４年６
月の豪雨により山腹斜面が崩壊し、下流の茶畑と市道まで土砂が流出した箇所で、対策工種は、谷止工（新設、既設嵩上）、土留工（鋼
製枠、かご枠、コンクリート）、水路工、
モルタル吹付工、木製構造物工（柵工、
筋工、伏工）、仮設工（モノレール、ケー
ブルクレーン）と、バリエーションに富んで
おり、様々な治山施設を見ることのできる
現場でした。
　多くの課題がある中で、この会議だけで
解決策が見つかるというわけではありませ
んが、今後の検討にとって非常に有意義
な会議となりました。 写真1　検討会の様子 写真2　現地視察の様子 写真3

視察現場遠景

【治山課　萬谷 亘哉】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-1111 内線（3167） 治山課まで

●講習時間：24日（林業）9:20～17:30
　　　　　  25日（製造業）9:20～17:30
●申　込：開催日の2週間前まで
●受講料：11,800円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 9:20～15:30 学科
　　　　　  15:30～16:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,200円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 9日 8:30～17:40 学科
　　　　　  10日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,700円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：1日目： 8:30～16:30 学科 
　　　　　　　　  16:30～17:30 学科試験
　　　　2～4日目： 8:00～17:30 実技・試験
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：31,860円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-272-3858

  9日（学科）ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
10日（実技）岐阜県森連岐阜支所（関市倉知字物見山4660-16）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-272-3858

岐阜県森連岐阜支所（関市倉知字物見山4660-16）
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市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 11月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

277

281

281

277
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30cm上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

単位：円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（11月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

55,000

55,000

65,000

60,000

70,000

120,000

59,000

60,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1618回

12月6日

岐
阜
共
販
所

第1198回

12月7日

飛
騨
共
販
所

第1530回

12月8日

東
濃
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
22～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
20㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－
－

40,000
－
－

38,000
－

35,000
－
－
－
－

90,000
－
－

31,600
－
－

18,000
－
－

33,000
30,000
13,100
13,000
18,000
22,000
19,700

124,000
－

20,200
60,000
－
－
－

12,000
10,500
11,200
11,000
12,500
14,000
17,000
15,500
16,000
14,000
18,200
27,000
11,000
11,000
11,000
17,500
16,500
18,000
24,000
10,000
13,000
15,000
15,000
23,000
20,000
12,100
11,500
13,300
16,700
14,700
20,000
9,000

14,700
21,000
27,000
7,500

10,000

　スギは４ｍ良材、３ｍ並材ともに16～30㎝の需要が旺盛。ヒノ
キ並材の柱・土台はともに需要があり、特に４ｍ16～22㎝が旺
盛。マツは冬季の需要期を迎えてきた。（岐阜）

  スギ元玉良材は引き合いが強く旺盛。 ヒノキ並材の柱・土台はと
もに強含みで大幅に不足。大型工場向けについても需要増。広葉
樹は相変わらず人気で、強気である。（飛騨）

　ヒノキ元木良材（高齢材及び枝打材（特殊材）２ｍ・３ｍ・４ｍ。６
ｍ）は横ばい。ヒノキ並材は３ｍ、４ｍとも22～28㎝弱含み。スギ
は全般的に品薄、４ｍ元木良材は応札多くなんとか横ばい、二番
玉は弱含み、３ｍ、４ｍとも16～28㎝弱含み。枝虫材等、欠点材
は売りにくい。（杉については、県内新工場稼働につき今後原木
の流れが良くなるが、荷不足感が強い。）（東濃）

製品の動きは悪く価格は弱含み
【商況】

木 材 市 場

1,819

520

2,867

2,592

3,024

10,368

1,950

2,580

２本以上の木材を重ねて接着剤やボルト等で接合し、水平方向に架けて使用
する構造材。無垢材と同等の耐力を発揮させるためには、重ね梁の上下の梁
を接着して、ずれが生じないように一体化する必要があります。

重ね梁
かさ ばり

（参考）日刊木材新聞社　木材・建築用語辞典
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